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第４回 美里町総合計画審議会教育文化部会 議事録 

 

年 月 日 平成２７年１０月１１日（日） 

場 所 美里町駅東コミュニティセンター 

審 議 開 始 時 間 午前９時００分 

出席委員 羽生安美委員・長岡力男委員・佐々木勝男委員・手島牧世委員・青木英治委員 

欠 席 委 員 なし 

審 議 終 了 時 間 午後  時  分 

 審議開始                                         

－午前９時００分 開始－ 

 協議                                           

   

羽生委員       部会長の指名により進行させていただきます羽生でございます。よろしくお願いします。 

           本日、企画財政課から説明員の出席をいただいております。よろしくお願いします。 

           前回の部会の確認です。お集まりいただいてお話しさせていただいたと思いますが、最初の入り

の部分で、皆さんから疑問点が出ましたので、今回町へ質問する項目をまとめさせていただきまし

たので、本日はそちらについてお話しさせていただきます。 

           ４番議事録署名人２名ですが、手島部会長と名簿順でわたくし羽生が署名人となります。 

           ５、議事に入ります。 

 

手島部会長      みなさんお早うございます。 

           前回ですが、教育文化部会として総合計画の理念や方向性と一致させながらということで、何点

か疑問に思うところがありまして、紙面に質問、意見等ということで書かせていただきました。金

曜日にメールさせていただいたのですが、先ほど渋谷教育総務課長から手元に来ていなかったとい

うことで、事前にお渡しする予定でした。大変申し訳ありませんが、今目を通していただくことに

なりますが、よろしければ質問に沿いながらお話を頂戴したいと思います。また、いろいろな意見、

質問が出ると思いますが、そちらも対応いただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

           早速ですが、カッコ１美里町総合計画案の疑問点について、企画財政課より説明いただきたいと

思います。順不同で構いませんので、教えていただければとお思いますので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

           では、最初の美里町総合計画及び美里町総合戦略ということで、目的が違う二つの表題があるこ

とに関して、これはどういうことなのかお話しいただきたいと思いました。 

 

須田企画財政課長   総合計画と総合戦略二つの名前が出ていることに関してですね。今回策定する計画として、一つ

は総合計画、もう一つは、まち・ひと・しごと創生法で規定している地方版の総合戦略二つの位置

づけに持っていきたいということですね。一つのものに２枚看板を使わせていただくということで

すね。その理由につきましては、総合計画一つでこれからの町づくりは十分やっていけると思いま

す。その中で総合戦略策定も出てきますので、あえて二つを並べるというのは、皆さんご存知のと

おり、国から地方、県、市町村へ交付金を交付するという事なのですが、その場合は総合計画では

ダメなんですよ。総合戦略という名前も付けなければならないので、それをつけているということ

です。総合計画と総合戦略はどこが違うのかということになりますが、最終的には、全てこれから

の地域の発展に向けた総合計画のことを総合戦略という名前に変えただけかなと、どこに力点を置

くかの違いだけですので、その力点を置かれる場所が、我々がこれから取り扱わなければならない
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重点課題と一致してますから内容はほとんど一緒なんだろうということです。俗っぽい言い方です

が、国からお金をいただくためには、このように二つの名前を併記しないといけないということで

す。 

 

手島部会長      そのところなんですけど、総合計画の中に総合戦略が入ってくるのであれば考えられないことも

ないのですが、総合戦略は、まち・ひと・しごと創生法から来ているのはなんとなく意味は分かる

んですが、それと美里町の総合計画というのは、総合戦略で同じ方向を向いているとしても、総合

計画はもっと大きな含みがあるかと思われるんですね。そのためにどうしても、例えば学校教育が

一番引っ掛かってくるんですけれども、そちらのほうが美里町では考えていかないのかという、人

口問題と仕事と子育てという、重点課題であるんだけれども、それがイコール総合計画であると何

かひずみが生じる感じがして、今回それを質問としました。 

 

須田企画財政課長   手島部会長のおっしゃる通り、総合戦略に持続ある地域の発展ということを法律で謳っているの

ですが、その持続ある地域の発展というのは、すべてを包含しているのですが、最初に述べている

二つに重点的に置かれるのではないかという質問ですよね。ですので総合計画と全てが一致しない

のではないかということですよね。どちらかというと包含されているという形でご理解いただいた

ほうが良いかと思います。前回の全体会議で阿部委員さんから出たのが、総合戦略の部分、ここで

言っている一つ目と二つ目の狙いと言いますか、人口減少の問題、その関係を具体的にどのような

施策でどのようにやっていくのか、オモテにしっかりと出していくという意見がありました。もし

ですよ、この答申の中にそのような意見が含まれて、町長に答申が来るのであれば、その意見を十

分踏まえながら書き加えなければならないかなと考えておりました。私の考えとしては、持続ある

地域の発展としている限りは、総合計画に含まれてくるのではないかと思うのですが、考え方によ

っては、１点目２点目をかなり強調していますので、包含されているという取り方でも間違っては

いないと思います。 

 

手島部会長      これはやなりオモテに出さなければならないものなのですか。 

 

須田企画財政課長   これを出さないと、かなり交付金の規模が概算要求を見ると最初に大風呂敷を広げた割には規模

が小さいなと。具体的に言うと、今年は１７００億なんですけども、来年は１０８０億になります。

当初は地方には負担をかけずに、国が全て負担しますと言っていたのですが、来年からは半分半分

でやりましょうという話になってきていますので、個人的に思うのは、今後尻すぼみになっていく

のではないかと思っております。しかし一千万単位のお金ですので、使えるものは使っていきたい

という考えです。 

 

手島部会長      総合戦略のところの不安要素を抱えているのと、総合計画という柱は将来に向けて揺るぎないも

のであって欲しいので、例えばこれの中に、あとから出てくるんですけれども、その件について触

れている文面が一つも無いんですね。なので私たちからすると、なんなんだろう、なんで二つある

んだろうというのは、ずうっと追いかけてきます。これは総合計画と捉えていいんですね。全体と

して。 

 

須田企画財政課長   総合計画として捉えていただいても結構ですし、総合戦略として捉えていただいても結構です。

総合戦略の地方創生法をお読みいただくと分かると思いますが、とりあえず前面に人口問題が出て

いますが、その後段は地方の継続的、持続的発展となっているんですね。ということは総合計画と

変わらなくなってきますので、人口の実勢と地方の持続的な発展ということで。私は総合計画であ

り総合戦略であると考えております。 
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手島部会長      地方版総合戦略という形で、人口減少の克服と地方創生を目的としている。総合計画に関しては、

各地方公共団体が振興、発展を目的としたもので、まず目的が・・。 

 

企画財政課長     地方創生とは何ですかということですよね。地方創生とは地方が将来継続的に持続的に発展して

いくことを言っているわけですから、総合計画の位置づけと変わってこないですよね。法律の第一

条に目的を述べているのですが、その目的のところに地方創生を略して、まち・ひと・しごとの地

方創生を略して意味を述べていますが、その意味そのものがこれからの地域づくりを言っています。

第１条の地方創生の定義付けがありますので、そこを読んでいただければわかると思います。 

 

手島部会長      概略というところで、目的、第一条、少子高齢化の進展に的確に対応し、人口減少に歯止めをか

けるとともに東京圏への人口の過度を是正し、それぞれの地域で住みよい環境を確保して、将来に

わたって活力ある日本社会を維持していくために、まち・ひと・しごと創生に関する施策を総合的

かつ計画的に実施する。というのが創生法の目的となっています。 

 

須田企画財政課長   地方創生の定義づけをしっかりと押さえてほしいんですね。その定義づけを押さえると、総合計

画と変わらないことが分かると思います。 

 

手島部会長      どうしても私としては、総合戦略は総合計画の一部ではないかと思うので、その中で総合戦略と

いう形で、と思うんですね。 

 

須田企画財政課長   基本理念を全て読んでいけば全て包括されていますよね。町の位置づけとしてはその法律の目的

を達成することを謳っています。法律を見る限り全てですね。 

 

手島部会長      すいません、よく分からないので、しごと創生法について出しているものが・・・ 

 

須田企画財政課長   まず第一条にまち・ひと・しごと・創生という言葉を位置づけしているものがあります。地方創

生の目的としては、将来にわたって活力ある日本社会を維持していくためにやる訳ですよね。その

条件としては、国民一人一人が夢や希望を持つということです。そしてやることは、潤いのある豊

かな生活を安心して営むことができる地域社会の形成が一つ、二つ目は地域社会を担う個性豊かで

多様な人材の確保、三つ目は地域における魅力ある多様な就業の機会の創出を一体的に推進するこ

とを地方創生と定義づけています。 

 

手島部会長      その文章は何の文章でしょうか。 

 

須田企画財政課長   これはまち・ひと・しごと創生法の第一条の本文です。その中で３つ言っているんですけども、

先ほども言いましたが、潤いのある豊かな生活を安心して営むことができる地域社会の形成が一つ、

二つ目は地域社会を担う個性豊かで多様な人材の確保、三つ目は地域における魅力ある多様な就業

の機会の創出を一体的に推進することを地方創生と言っているんですよ。その目的は将来にわたっ

て活力ある日本社会を維持していくんですよ。市町村も県も日本社会を構成する一員ですので、こ

れを地方創生と位置付けているので、私は総合計画と変わらないと考えております。国の捉え方と

市町村の捉え方、そしてこれから地方分権、中央主権が進んできてますが、国は国だと思うんです

よね。国の見方、宣伝の仕方、伝え方だと思います。しかし受ける方は受ける方として、市町村は

市町村として受けるべきだと思います。我々が守らなくてはいけないのは、法律は守らなければい

けませんから、国がどう言おうと拘束力はないわけで。ただし、言い方が悪いですが、国はお金で

市町村を拘束しているというか、動かしているということがあるので、それには従わざるをえない
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んですよ。我々は法律を守らなければいけません。その法律さえ守っていけば市町村として市町村

のためになると。 

 

手島部会長      総合戦略の中としては、それは大丈夫だと思うんですね。ただ美里町における総合計画としての

理念としては、やっぱりギャップを感じています。 

 

須田企画財政課長   総合計画をどう定義付けていますか。 

 

手島部会長      定義付けるというよりは、まずは町でどうして総合計画策定を行うのかということを今回お聞き

したいと思ったんですね。 

 

須田企画財政課長   計画の位置付けにあるように、まず総合的に行政運営をしていきたいと考えるからです。もうひ

とつは計画的に行政運営をしていきたいと考えるからです。その狙いは最小の費用で最大の効果を

生むために効率的な行政運営をする。そのための計画を策定するということです。 

 

手島部会長      総合計画そのものが法的な、美里町として認められている総合計画なのかというか・・。 

 

佐々木係長      すいません、部会長さんだけの発言になっているんですけど、これは部会なので皆さんの発言を

聞きながら話を回してもらって、部会長さんはそのまとめ役ということで、部会を成り立たせてい

ただきたいと思うんですけど、皆さんのご意見も聞いていただいてよろしいでしょうか。 

 

           （傍聴者から発言あり） 

 

須田企画財政課長   町の位置付けとしては、条例で作成するという位置づけはしておりません。総合計画を策定する

場合は審議会を設置し諮問することができると。 

 

手島部会長      この総合計画の意味合いを含めて、私たちが審議したことが単なる一つの案に過ぎない、一生懸

命やって出されたもの全然関係ないという取扱いになるのかどうかお聞きしたいのですが。 

 

須田企画財政課長   前回の全体会でも言いましたが、町長は諮問しているわけですよね。それで審議いただき、諮問

するということは、自分はこう考えるがどう考えますかということに対して答申していただく、皆

さんから意見をいただく時に、意見を求めるというのと諮問するということと二つあるんです。意

見を求めること以上に重く皆さんの意見を尊重するという場合、諮問機関という条例できちんと位

置づけをしてやっております。会議を開催し、出来上がった案に対して町長は尊重しなければなら

ないとなっています。もう一つ、町長はこれを決めたわけではなくて、一つの案として、今この段

階でこう考えているのだけれども、これに対して皆さんどう思いますかと諮問しているわけですの

で、上がってきた答申に対して、そういう意見かと、このようにある程度尊重しなければいけない

と、それを尊重した上で、もう一回審議をし直そう、あるいは行政委員会に諮ると。その中で最終

的に決めていきます。尊重とは全て反映するという意味ではないということですので、この部分は

勘違いしないでください。町としては上がってきた意見に対して当然内部で調整し、もう一回町民

の方々へパブリックコメントを実施します。ですので今回の答申が全て反映されるという事ではな

いので、勘違いされないようにお願いします。 

 

手島部会長      大きな問題というところで、総合計画と総合戦略というところなんですね。前半のところが全て

総合戦略のための目的とか計画として読み取れていて、その中の重点項目だよと。ただ総合計画と
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しての町が何のために総合計画を行うのかといところで、総合戦略をなぜ行うのかというところが

強いかと思うんですね。なので、総合戦略に力が入っているというのはうかがえるんですが、総合

計画としての、子供たちから町民全てを網羅しているという中での・・ 

 

須田企画財政課長   部会長さんがおっしゃりたいのは、総合戦略が入ってきているから、その部分が強く出ていて、

それ以外の部分が落ちているのではないかということですね。確かに我々の観点としては、今まで

いろいろ意見を聞いたり、住民懇談会や住民意向調査などの結果を見てみると、やっぱり雇用なん

ですよね。雇用に関して今までの１０年間を振り返ると、何もやってこなかった、やっても失敗し

成果が出ていない、産業振興が全然進んでいないということで、これ町として大きな問題です。こ

れから税収も下がってきます。町の財政も苦しくなってくるので、地域経済をなんとか立て直さな

ければいけないというのは、地方創生がなくても我々としては重要課題であると認識しています。

人口の減少問題は我々も前計画の段階からきちんと推計をして、こういう問題が将来来ると分かっ

ていたのであれば、もっと前の段階から言っているんですけども、今回国が騒いでいるから町も人

口減少問題に特化しているような形ですので、それ以外の部分は確かに薄くなっているのかもしれ

ません。そう言われればその通りだと思います。もしそういうことであれば、審議会で意見を出し

ていただければ、人材育成というか教育面に力を入れていくような内容に変えていきたいと思いま

す。内容が固まっているのでこれに少し手直ししてくれという事ではありませんので、大きく変え

るところは変えていただいて結構です。ただ私がここで説明しているのは、これを町として作成し

た段階でどういった考えで作成したかということです。 

 

手島部会長      例えば、今の人口問題に関しても関連してくるのが、学校再編ビジョンという名前が出てきたり、

全部に関わってくるために、やはり単に総合計画として全体を見据えた内容、総合戦略はやはり期

間的にも一部の戦略でしかないのかなと。 

 

須田企画財政課長   先ほど言いましたが、町にとって国からくる交付金が・・・ 

 

手島部会長      総合計画の位置付けですね。美里町として総合計画をどこに位置付けているのか、そこから各種

計画というものがあると思うんですね。その中の一つに総合戦略が入ってくるのであれば、その計

画の一つだという感じに受けるんですけども、今のところイコールという感じが強いんです。ただ

イコールにはなりえないと。 

 

須田企画財政課長   部会長さんが言っているのは、総合計画があって部門別計画の一つであるという考えですね。例

えば、定住とかあるいは産業振興などの計画だけであれば部門別でいいと思います。しかし国では

その辺を強く言っていますけども、法律を読む限りはそれ以外の全て含まれています。しかし国で

は、これとこれだけを書いてよこせばいいよと、書くべき素材には自分たちが言いたいことだけ含

めてますけども、それ以外のものを書いてはだめだとは書いていないんですよね。法律を読む限り

全てです。そこが国が地方に伝えようとしているものと、地方が受けたときの受け止め方ですよね。

どう受け止めるか。ですから私は総合戦略の総合という意味は全てであると考えます。 

 

手島部会長      まち・ひと・しごと創生法をやっていくために、総合的に見ていくと地方創生を行うための総合

的という意味合いの総合だと・・ 

 

須田企画財政課長   地方創生というのはなんですかというと、地方創生をしっかりと受け止めないと地方創生全てで

すよね、ここで言っているのは。 
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手島部会長      でも、全てという場合には、そうしたら逆に総合計画と言う看板はいらなくなるのかなと・・ 

 

須田企画財政課長   そうなんです。総合計画と言う看板もいらなくなってきます。総合戦略という一つの看板でもい

いのです。良いんだけども、今まで総合計画というものは町民の方々に根付いているし、総合計画

をもって、それをマスタープランとして部門別に関わってくるという今までの体系があるでしょう。

この体系を国が総合戦略という単語を使ったからといって、入れ替えるということが良い事かどう

かという話なんです。我々はあくまで総合計画だけでいいんですよ。ただし総合計画という名称だ

けでは、交付金に縛りが出てくるので、二つの名前を掲げたと。 

 

青木委員       前回までは総合戦略という言葉は無かったんですよね。急に出てきた看板ということですね。 

 

手島部会長      戦略という名前を付けないと交付金なんかには該当しないということですか。 

 

須田企画財政課長   そうです。総合計画ではダメですよと。新たに総合戦略めいたものを作りなさいと。策定が同じ

時期にぶつかるところは、それは同じ扱いでも交付金の対象とするということです。あえてですよ。

総合計画なら総合計画を作りましょうと。そこから抜粋して別の審議機関を作って審議するという

必要はないので、逆に総合戦略をオモテに出してしまうと、審議する方も住民の方々も今までの総

合計画のイメージと混乱するので、そうではなくて今までの総合計画を作り直しましょうと説明し

たほうが分かりやすいということです。 

 

手島部会長      それがあるがために、意味が分からないので、これは総合戦略ですよと。そのためのまち・ひと・

しごとをやっていきましょうという内容であるならば・・ 

 

須田企画財政課長   その内容がそれに強く出ているからですか。 

 

手島部会長      中に入っていくと、将来像とか全てですね。例えば主要課題というところも産業、人口、子育て、

教育ですよね。それが例えば「産業が発展し、人が集い、賑わいのある生き生きとした暮らしがで

きるまち」というところに関して、私たちは社会教育、学校教育、文化、社会体育がこの方向に行

くというのは、やはり無理が生じるので。例えば地方創生の総合戦略の考えであって、これは産業

とかそちらのほうでは、非常にいいと思うんですね、人口問題とか。そこから大きく外れているの

は私たちの教育文化部会だと思います。そういった意味ではこれが含まれる形で、もっと大きな課

題、目標に向かったほうが良いんじゃないかなと。 

 

須田企画財政課長   そのとおりですね。確かに言われるとそのとおりです。中身に入るとどうしても総合戦略が色濃

く出ていますね。その辺で意見を出していただくと、ある程度子育て、教育となっていますけども、

教育だけ独立して主要な課題にもっていって、あるいは将来像の中に、確かに産業を発展させたり、

人が集い賑わいのある生き生きとした町づくりをするには、教育も必要なんですけども、教育とい

う観点を一つ入れるとか、そういう意見を出していただければ、もしこういう将来像はどうですか

というものを出していただければ、それに合わせて町長も再検討しますので・・ 

 

手島部会長      今日の質問の内容と前後するんですけども、前回のところでは、基本理念のところなどもそうな

んですが、将来像のところでは、前の将来像ではだめなのかというところが出ています。 

 

須田企画財政課長   パブリックコメントでいただいた意見と重複しますが、前の将来像もすごく良い将来像だと思い

ます。しかし合併して今年１０年目ですが、１０年間やってきて、また新しい計画を作ろうという
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時に同じ将来像を掲げてやるということも一つだと思います。ただし今回考えたのは、ある程度十

分ではないにせよ、その将来像に向けて努めてきて、一定程度その成果に近づいてきたのではない

かと思っていますので、より課題が重点化しているほうに将来像を向けていこうという１０年ひと

くくりで将来像を新しくしても良いのではないかということです。ですので皆さんのご意見が、今

までの継続のほうが良いのではないかというのであれば、ご意見として出していただいても結構で

す。あれは二つの町が合併したと意識した感じのものなんですよね。いつまでもそれを引っ張るの

もどうかと。合併して美里町は一つなんだという上で、あえてまた「共に」と入ってくるのはどう

かなというところで引っ掛かるんですよね。ですので新しい表題を作ろうということになりました。

将来像が、もし内容的に不備であれば、このように直した方が良いという意見を出していただけば

いいと思います。町としては新しいものにしたいという考えです。 

 

手島部会長      今日の２枚目の資料の質問の、２０ページ美里町の将来像２０４０というところに、この間出た

質問を書いているんですけども、先ほど言った内容、教育の目標としても使えるものにしてはいか

がかなというところと、現行の将来像の「人つどい、共に築く、幸せと豊かさを実感できる町」と

いうところに対する達成度とか評価とかそういったものを聞いて、今回の将来像を聞きたかったか

なと思います。「現行の将来像のままでは？」といったところでは、下の「他の町からの移住にも

影響しているものであり、町が何に力を入れているかを知ることができるので直して欲しい。」と。

実際的に美里町に来るといったときの指標の一つになっているということも伺いました。まちが子

育てに力を入れているから来ましたという委員さんの力強い発言をいただきまして、やはり何を見

るかと言ったら、ホームページとかから美里町とはどんなところだろうということを拾うそうです。

その時に、やはりこういったものとか、学校教育、子育てのところを見て今回美里町に移住を決め

たという率直な意見をいただきました。それだけ影響力が強いものだと思います。ですので、まる

っきり同じではなくても、例えば、幸せと豊かさというところは、本当に一人ひとり小さくてもお

年寄りでも・・ 

 

須田企画財政課長   部会長さん、ここで良い悪いとかという議論ではなくて、先ほども言ったように、この部会の中

で話していただいて、出してもらえばいいんです。答申の中に。そのような意見で今のような例え

ば、子育てが充実しているとかそういうご意見を部会として審議会に出していただければ、町とし

ても先ほどお話ししたように尊重しますので、尊重した上でまた作り直すということになりますの

で、中身の良い悪いはここでは・・。町が作ったものについての説明はいたします。 

 

手島部会長      結局こちらの３０ページまでの内容というものを把握しないと、その方向に向かって施策を検討

するんですが・・ 

 

須田企画財政課長   教育を無視した将来像ではなくて、産業が発展、生き生きとした暮らしができる町づくりという、

その根底は、町民の命を守るという健康を守るというのが一番の根底であり、そしてもう一つは人

材を育成するという教育面と安心安全な生活を築くというこの３つが根底なので、これについては

あえて出さないで、これらを出すと総花的なものになるので、それを踏まえた上でどういう町を目

指すかを出していこうというのが今回の文言づくりでした。「生き生きとした」とあるんですが、

ここは福祉的な部分で、７０歳８０歳９０歳になっても、皆さんが一人ひとり生き生きとして社会

に参加していただいて、町を作っていこうという意味で「生き生きとした」としたんですけども・・ 

 

手島部会長      逆に今のを出していただいた方が分かりやすいと思います。 

 

須田企画財政課長   産業が少し強かったかもしれませんね。ここを少し見直して、もう少し夢があるというか、その
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ように考え直したり、あるいは、逆にこういう案が良いのではないかというものを出していただけ

れば良いと思います。 

 

手島部会長      このようなものが良いという意見を答申の中に出せば検討も可能だということですね。 

 

須田企画財政課長   そうですね。当然検討します。必ずこれでやってくださいというものではありませんので、今の

段階でこの案のように考えていますが皆さんの意見をお願いしますということで、意見を出してい

ただけばその意見を尊重します。 

 

手島部会長      これだけ見ると、産業に向けてどうにかしないといけないのかなという印象が強かったので・・ 

 

須田企画財政課長   我々は「まち・ひと・しごと」ではなく、まず「しごと」があって「ひと」が来て「まち」が出

来るということで、「しごと・ひと・まち」と順番が逆ではないかと考えています。その流れでこ

れを作っています。 

 

羽生委員       この下に今の説明が明記されていれば、そういう意味合いで目標にしたんだなと捉えることがで

きたんですが、これだけポンと出てきたのでこれは何だろうという疑問を感じました。 

 

手島部会長      平成１９年の形が見やすいです。注釈も多いし分かりやすいかなと。ここがドーンときてどうす

ればいいんだろうというところがあります。 

           ということでお話を受けていただけるということですので進めていきたいと思います。 

          まだ総合戦略と総合計画がよく分からないので、どなたかお願いします。説明の中では総合戦略

というのは主である、総合計画は無くてもいいというところまでは出たんですが・・・ 

 

須田企画財政課長   総合計画は無くてもいいというのではなく・・ 

 

青木委員       看板が変わっても構わないんだけどという意味ですね。 

 

須田企画財政課長   そうですね、看板が変わっても構わないんですが・・ 

 

手島部会長      これは中にあったんではダメなんですか。総合計画があって、その中で私たちは総合戦略として

これを進めて行きますというのが中に入ってくるのはダメなんですか。総合戦略をやりますという

ことをどうしてもオモテに書かなければならないのですか。 

 

須田企画財政課長   先ほど言った国の交付金がどのような方向に動いていくかまだはっきりしないんですね。第三篇

の総合戦略というものを設けてそこに書いてしまうと、その範囲しか対象にならないということに

なりますので、国は対象を狭めたり広げたりしますので、仮に広げた場合にどれにもぶつけて行け

るようにこの形でもっていけば、この冊子に載っているすべてが対象となると・・ 

 

手島部会長      ただ、先ほどのお話だと、危ない橋のような・・・ 

 

企画財政課長     危ないというか、たいして期待できない感じでありますが、ただ少なくとも５年間はその交付金

は続けるということで、そう考えるとある程度広げていた方がいいかなと。 

 

手島部会長      ５年間だから計画の括りを５年とするというのは、ここから出てきたんですか。 
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須田企画財政課長   それは全く関係ありません。総合戦略は今年から５年なので。総合計画の５年というのはこれま

で１０年で策定した反省から５年としました。１０年という時代の流れは凄く早いので、今から１

０年先のことを決めるというのはかなり危険ですので、とりあえず５年先まで考えましょうという

のが今回の考え方です。さらにこの計画で行ってもいいのであれば、さらに継続しても良いでしょ

うし、とりあえず５年で区切りたいということです。たまたま地方創生では今年から５年となって

ますけども、町としてはそれとは関係なく、最初から１０年は長すぎると。前回は平成１８年に作

って９年間ですね。なぜ９年間かというと、平成１９年から始まる計画で、合併の前の年に建設計

画を作って、合併した１８年から２７年までの１０年間の建設計画でした。その１０年間の建設計

画がありながら、総合計画は５年でとはいかないので、周期を建設計画に合わせるために９年とし、

途中で見直しをしましょうということで中間見直しを実施しました。どうしても５年で社会の情勢

は変わりますので、１０年は長すぎるという気がしますね。一番いいのは１０年２０年までの中期

計画で、短期的な３年、４年、５年の期間に分けた形の計画であればいいんですけども、そこまで

作れる時間もないし、少なくても５年でも我々は長いなと思っているんですけども、社会の変化と

言いますか、経済状況の変化が特に最近、国のほうの動きがすぐに変ってくるので・・。 

 

手島部会長      見やすさとしては先ほどお話しした総合戦略というものを出してもらうと多分分かりやすいで

す。 

 

須田企画財政課長   別個にということですね。 

 

手島部会長      はい。そうすると私たちはずっと総合計画、総合計画と言われて、総合戦略と言われて、でも総

合戦略は表に出ないから総合計画があると言われても、ここでさえゴチャゴチャになるのに、町民

に行ったときにはもっと訳分かんないと思います。私の理解不足かもしれないんですけども、理解

しづらいですね。 

 

須田企画財政課長   それを含めて審議会の答申として上がってくれば、私のほうで対応します。 

 

佐々木委員      それに関連して、総合計画・総合戦略という関係で、総合計画案の２０ページから２３ページに、

大きな柱が３つと、それを支える取組の方向性として５つありますね。これの図解化ですね。今の

段階でどのように考えているのかその辺お聞きしたいと思います。 

 

須田企画財政課長   並び方、順番がうまくないので、並べ方を今変えています。同じ内容ですが並べ方を変えて、次

につなげる言葉をもう少し分かりやすく、あるいはこの下に説明を加えるという形で作り直しをし

ています。 

 

佐々木委員      立体的になった場合どのように見えるでしょう。 

 

佐々木係長      基幹事業として教育であったり産業であったあり福祉であったり下支えとなる基幹事業という

のはそれぞれあることは皆さんご存知のことだと思います。図解した場合それがピラミッド型にな

るのかどうなるかまだ分かりませんが、関わり合いの部分でうまく表現できたらと思っています。 

 

佐々木委員      関わり合いということでは、３３ページからのところですが、政策そして施策がぶら下がってい

ます。私の頭のイメージはですね・・・ 

 

手島部会長      準備される間に、前回こちらのほう改訂版のときに、平面的なところから今は立体化しているの
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ではないかということで、佐々木委員さんから大変貴重なご意見いただいています。ただそれをイ

メージとして形として持ってきていただいているようですので。 

 

佐々木委員      （紙コップを取り出し立体的イメージを説明） 

           ３つの柱というのは、私はこういうふうに考えます。将来像を支えるこの柱の部分がこれで。そ

の柱のそれぞれのところには当然２２ページ２３ページのものが、ここのところにそれぞれ入って

くると。この中には３１ページからの具体的に行う論議していかなければならないところの、各章

の政策、施策としてはどうなっているのかというふうにして、それがここの範疇の中に、これを高

める、盛り上げていくためには中身がこれでいいのかと、これがこういうふうにして上がっていく

のかというところを取り組んでいくと。そのための検証の仕方というのは、当然そこに方法と検証

の仕方というのはセットできますよと。そういうことが私たち自身も実際に生活の中で、取り組ん

でいく中で、これが盛り上がっているのかと。これがエキスとしてこちらに入っているのかと。そ

ういうことです。一つの考え方としてこれを図解して私たちも考えて、これからいろいろ説明して

いくためには、何か立体的な物があったほうが良いかなと思いました。 

 

佐々木係長      この３つの達成状況を測る部分で、国からはＫＰＩ、Key Performance Indicatorと言いますが、

これの達成目標がこれくらいだよと、それを測りながら５年間進めてくださいという数値目標が定

まっておりまして、それをやりすぎる目標でもなく、できない目標でもなく、背伸びすれば必ず届

くような目標を定めながら、今後５年間進めて参るというような手法になって参ります。同時にそ

れぞれの施策ごとに目標指数を定めているんですね。現行の計画書の時からですね。各施策に目標

値を定めているのは珍しいということでして、ＫＰＩがそれぞれの施策にぶつかっていると、ある

ことはあるんです。大きいプロジェクト３つに対しての大きい数値目標を改めて定めなければなら

ないというような仕組みになっています。 

 

手島部会長      大きなところからまだ進んでいないんですけども・・・ 

 

須田企画財政課長   まだ全然固まっていない状況ですので、これに対して皆さんのご意見が上がってくれば、きちん

と尊重していきますから、できればここに入っている説明を中心にお話ししていきますので、良い

悪いという話ではなくて。 

 

手島部会長      今直している問言葉が途中であったんですが、案のほうに手入れをしているのかなと。 

 

須田企画財政課長   前回の全体会でお話をして、各部会や委員さん個人から流れが悪いですとか、分かりにくいとか

意見がありましたので、もう少し分かりやすい表現にするということで、中身は変えないのですが、

流れを若干表現で加筆をして出します。 

 

手島部会長      実は最後に私聞こうと思っていたのが、前で申し訳ないんですけども、パブリックコメントを受

けて、その採択の有無というのを見させていただきました。これは「有り」ということは、修正し

ますという文面とかありますよね。ということは直ったものはいつ来るんだろうと思っていました。 

 

企画財政課長     審議会に諮問している内容は、９月１３日に諮問した内容で審議会の中で審議していただきたい

と思います。修正が必要なものに対して町として修正を加えていきます。大きな内容変更はないと

思います。いただいた意見は、もう少し説明を加えるべきじゃないかとか、順番が逆ではないかと

いったものになります。 
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手島部会長      前回お話しが出た内容ともリンクしているところもあるので、重複するかもしれないんですけど

も、説明していただければと思います。 

           改めてよろしいでしょうか。この順番で初めてよろしいですか。今日の資料のほうなんですけど、

質問事項の。左側にページでやってきました。まず二つの表題というところから始まりました。も

う少し総合戦略というところを具体的に分かりやすくというところを、私たちから多分今後望んで

いくとは思われます。今日は結果という形にはしませんが、その形で次々に行きたいと思います。

ページ数があると、実はこれも会議もしやすいんですけれども、ページ数が無いので、絶対ページ

は入れた方が良いんじゃないかと。多分最終的には入ると思うんですけど。 

 

佐々木係長      もちろん入ります。案の目次にページ数が入ってなかったということですね。 

 

手島部会長      そうです。はい。 

 

佐々木係長      今後の編集の関係なども考えまして、表紙を含めてこういう絵が良いんじゃないかといった意見

もあるかもしれません。１ページ目から全て原稿という取扱いで考えていただきたいと思います。

目次にページ数が入っていなかったことについてはお詫び申し上げます。申し訳ございませんでし

た。 

 

手島部会長      その説明が最初に頂ければ良かったかなあと。もしかして落ちてるんじゃないか、落ちてるんじ

ゃないかと、見たときに思います。 

           次の意向調査結果ということで、意向調査結果が後ろの方にあるのは分かるんですけど、前の段

階で項目が振ってあるんで、こちらも項目を振るのか、それともお渡ししていただいた住民の意見

とか、そういったものが審議会の資料でお渡しされたものがありますよね。そうしたものは細かい

ものは入らないということですか。調査票とですね。文面で入ってきているのがありますよね。あ

れは第１回ですか。資料９。 

 

佐々木係長      それはですね、資料版として別冊になるわけで、計画書にはこの部分は入らないということで考

えていただきたいなと思います。これは審議を進める上での参考資料ということで皆さんにお渡し

したものでございます。お渡しした資料すべてが計画書に載るというわけではございませんので、

ご了解願いたいと思います。 

 

手島部会長      調査結果としては後ろについている部分ということで。 

 

佐々木係長      ３ページ４ページくらいのものですけど、最低これくらいは載せておくべきだろうということで

載せております。 

 

手島部会長      町民の声を聞くと言っていたので、多分私もそうなんですけど、グループインタビューとかいろ

んなところでお話ししたものが、反映されているのかな、載っているのかなと多分お話しした人た

ち、何百人といった人たちとお話してると思うんですけど、そのへんの声が反映しているのが見え

ると良いのかなとか思いながら、これだけで終わってしまうのかなというのも含めて設問が出てく

るのかとか。もしかしたらもっと記載するんじゃないかということで、この空欄のままで終わって

しまうんでしょうか。７ページになります。総合計画案のほうで進行させていただいております。 

 

佐々木係長      こちらはですね、この下に載るわけではなくて、「はじめに」や「人口ビジョン」と同じように、

ここには住民意向調査が載りますという区割りだけの表示になります。ここに詳細なものは出ませ
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ん。 

 

手島部会長      ここに例えばその何とかといって、何ページっていうのは出るんですね。１４９ページっていう

のは出るんですね。ここは空欄ではないということですね。ここに入るということですね。 

 

佐々木係長      そうですね。 

 

手島部会長      では、「はじめに」というところで１０ページ、ここが終わったら休憩を取りたいと思います。「な

ぜ総合計画が必要なのか、美里町では総合計画をどのように位置づけたのかを説明する必要がある

と思うが、無いのはなぜか？」「趣旨が必要であると思うが無いのはなぜか？」「美里町総合戦略と

一緒であるというのはどういう事なのか？」先ほどとは重複した内容にはなるんですけども、序章

という形で一番初めに策定されたところに、策定の趣旨ですとか位置づけが入っているのですが、

そういう意味で、ここのところの「じはじめに」というところが美里町の概要の前に、先ほどの内

容を含めたものがあると良いと思うんですが、それが無いっていうところで、趣旨がないというと

ころで説明していただければと思います。前回だと序章で策定の趣旨というのが入ってきています。

そうするとこれは何をやるのかということをここで。美里町の概要から入ってしまっているので。 

 

須田企画財政課長   概要から入る入り方もあれば、計画の趣旨から入る入り方どっちがいいのか。部会長さんの意見

としては主旨から入った方が良いんじゃないかということですね。 

 

手島部会長      前回策定されたものと、比べていくときに、まるっきり違うと比べるのが大変なので、これを活

かしていただいて、反省を踏まえて今回の計画があるのではないかと思うので、全然違う形になる

と、どことどこを比べるのかというところがかなり難しい感じがしました。 

 

須田企画財政課長   前回と同じ流れでもっていったほうが見やすいのではないかということですよね。前回の計画の

構成などは特に意識しないで作ったんですけども、最初に町の概要から作ったんですけども、どっ

ちが良いのかなあ。皆さんどうですかね、最初に町の概要があった方が良いのか、なぜ計画を作成

するのかというのが最初にあった方が良いのか、どちらも有りだと思うんですよね。 

 

手島部会長      なんで要るのかというのがあって、そして概要があって課題が出てきて。 

 

佐々木係長      先ほどお話があったように、将来像があってそういった面で町に人が来るんだというお話があっ

て、もちろん住民の方々にとってはどのような位置づけでこの計画があるのかということが大切で

あって、でも今は情報化社会の中でネットなどにもこの計画書は出ています。その時に計画の位置

付けから入るのか、それとも町の紹介から入るのかというところもありますし、そこで美里町とい

うのはこういう町なんだなという入り方もありますので、それはちょっと検討して・・ 

 

須田企画財政課長   前回と同じ流れで行った方が分かりやすいといことですよね。 

 

手島部会長      人は初対面の人に会って３秒から５秒でその人を認識すると言われているんですけども、一番初

めのキャッチフレーズとかというのが重きを置いているところがドーンとくるのがインプットさ

れやすいと思うんですよね。これだと面積と人口・・ 

 

須田企画財政課長   最初に数字だけが出てきてますからね。 
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手島部会長      何をやりたいんだというのが出た方が、多分この町のイメージは分かりやすいかと。そこから、

じゃあどんな町なんだろうと。 

 

須田企画財政課長   どっちも有りですね。ただ前回と同じ流れのほうが分かりやすいんじゃないかというのは、確か

に一つの案でもあるし、あるいは今回のように概要から入るのも一つの方法だろうし。こちらとし

ては別にどうのこうのという考えは無く、まず概要から入ったということで。ただ概要は数字が出

てきているだけなので、あまり親切ではないので、分かりやすくしていくということで。 

 

佐々木係長      今回は自己紹介から入ったという感じで見ていただければと思います。 

 

手島部会長      ただ、文面であるのと数字だけであるというのは、全然イメージも違うし、受け取る方も硬いと

言えば硬いかなあと。 

 

須田企画財政課長   全部は書けませんけども、二つの町が合併して今の町ができたということも必要でしょうし、鳴

瀬川と江合川に挟まれた水田農業が盛んであることと、小牛田駅が交通の要衝として栄えたという

ところでしょうね。 

 

手島部会長      せっかく今良いお話をしていただいているので、それが盛り込まれれば良いんじゃないかなと思

います。 

 

青木委員       全体会議でも推移が分かるような資料を付けてほしいという意見も出てましたよね。それを検討

していただいてるんじゃないかと。 

 

手島部会長      この「はじめに」というところで、１０分くらい休憩を取りたいと思いますがよろしいでしょう

か。 

             （「はい」の声あり） 

 

             ～休憩（午前１０時１０分）～ 

 

             ～再開（午前１０時２０分）～ 

 

手島部会長      続きまして１１ページに行きたいと思います。 

           美里町行財政運営の基本理念というところでは、まず総合計画の理念が必要なのではないか、安

定した行財政の安定とは何か、何をもとにして基本理念ができたのかなどの意見がありましたので、

説明をお願いいたします。 

 

須田企画財政課長   基本理念ですね。 

 

手島部会長      行財政運営の基本理念ではなく、美里町総合計画の基本理念が必要なのではないかということで

す。 

 

須田企画財政課長   例えば、計画の理念とはどのようなものを考えているのでしょうか。位置づけとはまた別という

ことですか。 

 

手島部会長      （現行計画の）将来像はこれですよね。基本理念が「一人ひとりが輝き、ともに生きるまちづく
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り」というところで、このようにやっていきますよとなっています。これ全体の見えるというとこ

ろで・・ 

 

佐々木委員      結局これはキャッチフレーズなので、どのような理念からこれができたのかを聞きたいというこ

とですね。それがあると次に出てくるのが行財政運営としてこういう理念が出てくるだろうと。こ

れはどこから出たのかということ。 

 

須田企画財政課長   これからの町づくりに向けた理念ですね。 

 

手島部会長      はい。 

 

須田企画財政課長   前回は協働ということで、住民と行政が力を合わせてやっていくということでしたね。その継続

か焼き直しでもいいので、あってもおかしくないですね。それでは考えてみましょう。答申の内容

に入れていただいて構いませんので。 

 

手島部会長      「安定した行財政運営」の安定の意味が分からなかったのですが。 

 

須田企画財政課長   これは行政資源というか人もそうでしょうし一番はお金もそうなんですが、これらが常に安定し

ているというか、金がない、あるということで一喜一憂するのではなく、この言葉通り安定してい

るということなんですよね。 

 

佐々木委員      ゆとりと充実ですか。 

 

須田企画財政課長   そうですね。ゆとりを持っていたいんですよね。人も金も。 

 

佐々木係長      ここで言いたいのは、今までどおりの行政サービスの維持を保っていくためには、今のお金が必

要になってくると言う意味合いで、乱発してもいいんですけど、皆さんお住まいの方々に、我慢を

強いられる時代が必ず来るといったときに、それをできるだけ先延ばしにするとか、もしくは、そ

ういったものに対して、これを大事にしながら、必要最低限使えるものは使うと、ただ堪えるもの

は堪えるといった皆さんの生活がこれまでと変わらないようにするためには、こういう心掛けも必

要でしょうということで書いております。 

 

手島部会長      多分そういうふうな言い方をされた方が分かりやすいですね。「健全な安定した行財政運営」と

いうところからは読み取れません。多分難しい言葉過ぎるので、もっともっと分かりやすい言葉

で・・ 

 

須田企画財政課長   もっと砕いた表現で書き直した方が良いかもしれませんね。思いとしては国に左右されず市町村

がきちんと実財源を持って安定していきたいということなんですよね。 

 

佐々木係長      我慢を強いらせるということは、行政としては一番無責任なことであって、できるだけ先ほども

言いましたが、家庭もそうですが、貯蓄をためながらというような、皆さんが普通通り買い物をし

たり、余裕をもって生活できるというイメージをこれに落としたということです。 

 

羽生委員       家計と一緒だと思うので、言いたいことは多分そういうことなんだろうなと理解できるんですけ

ど、一町民として見たときに、これは何のことを言っているんだろうと疑問に感じてしまうので。 
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青木委員       住民の生活みたいな言葉が出てくると分かりやすいかもしれないですね。 

 

手島部会長      そのために産業が発展し人が集う町づくりを進めて行きますという感じなんですよね。 

 

佐々木係長      将来像の頭に「産業」という言葉が出ているのでそうなのかもしれないですけど、やはり２０４

０年、２５年後に入れたというのは、皆さんが住みやすい世の中で生きていけることが、今後２５

年後に皆さんと一緒に目指す姿なんだと。そのためにはやはり、地域経済に潤いを与えなければい

けないと。そうするためにはどうすると言ったときに、お客さんも来る、皆さんも稼ぐということ

でお金や人で賑わうということだと。そのためにはどうするかと言ったときに、皆さんがこのまま

行ってもダメだとなったときの手段として考えられるのが産業なんだといったところの全体像と

して産業という言葉から始まったということです。 

 

手島部会長      今お話があった２５年後に住みやすい町づくりというキャッチフレーズのほうが分かりやすい

です。そのままのほうが分かりやすいです。そこから力を入れていったところは分かりにくくなっ

ています。２５年後も私たちは住みやすいというか、良い環境で美里町に住んでいられるんだなと

いうイメージですね。 

 

須田企画財政課長   将来像を絞りすぎたのかもしれませんね。 

 

佐々木係長      そのとおりだと思います。学校教育とか子育てに憧れをもっている方もいらっしゃるでしょうし、

ひょっとすると１０年後２０年後にあそこは意外とケチケチしてないよと、あまり税金が高くなよ

というような町として来ていただくような、皆さんが安心して暮らせるような魅力のある町という

ことで・・ 

 

手島部会長      すっかりそのままやった方が本当にＰＲになると思います。多分そういったことを言われたら、

じゃあ美里町良いかなとか、キャッチフレーズの中の子育てというところで充実しているというと

ころを美里町に来られた方がおっしゃってるので。 

 

青木委員       （紙コップを手に取り）ちょっとこれお借りしていいですか。構造的な部分が、やりたいことの

部分がこの計画でゴチャっとなっている理由が多分一番は、美里町の人口増加だと思うんですよ。

何をやるにしてもおそらく。安定した行政をやるにしても。その人口増加をするために産業、雇用

も進めなければいけない、教育の質を向上しなければいけない、福祉を向上させなければいけない

という三本柱が立っている構造なんじゃないかなと。それらが盛り上がれば、福祉が充実している

から美里に行こう、雇用がいっぱいあるから美里に行こう、子育てしやすいから美里に行こうと。

それで人口は増える、財政も安定する、良い町が作れるという流れなのかなというふうに思うんで

すね。それを図解で構造的にやれば一番分かりやすいのかなと。柱がどれで最終的な部分が何なの

かが分かりづらいと思うんですね。 

 

羽生委員       今青木さんがおっしゃったので、これにあてはめると、ここに産業がきてしまう形になりますよ

ね。 

 

青木委員       産業があって人口があってという形になっていると思うんですよね。人口がトップにあって産業、

福祉、教育という柱が立つのかなと。人口ビジョンをトップに持ってくるのは間違いじゃないと思

うんですよ。何をやるにしても賑わいが必要だと思うので。活力とかも。 
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羽生委員       これは来年度から始まるものですよね。来年度転居して来られる方がこれを見て、この町は産業

があるんだと思ってしまう方もいるんじゃないかと思うんですね。こういうことを目指してますよ

ということを表すのであれば、やっぱり順番を考えていただいたほうが良いのかなと思います。来

てみて産業が無いじゃないかとなると、それこそなんだこの町はとなるのかなと。 

 

青木委員       こうなるために３つこういうことをやってるんだとなったほうが分かりやすいかなと。 

 

羽生委員       最終的にここが目標となれば、なるほどと皆さん誰が見ても納得できるのではないかと思います。 

 

佐々木委員      教育部会では、この２０ページで「産業が・・」というのが前面に出てくるから、教育とは産業

だけではないというような論議になって、ここに持ってくるのは何なんだろうと。そうするとこの

柱はどうなんだろうと。それ以上進まなかったんですね。この基本構想をどのように考えたらいい

んだというふうに悩んでました。いろんな考え方で捉えていいんだという柔軟的なものが出ました

から、その辺は部会の中でも論議できると思います。 

 

青木委員       「人が集い・・」からでいいんじゃないかと。 

 

須田企画財政課長   今出た意見で事務局としてもいろいろ考えています。確かに上に来るものが違っていますからね。 

 

青木委員       それで混乱したかなというのがあったので。たぶん町としてもこの１０年間雇用に力を入れてこ

なかったから産業をやらないとダメだぞという考えから前面に出たと思うんですけど。 

 

羽生委員       お話ししていることは分かりますが、一つに特化したものではなく、全体を見据えて進めていた

だければなと思います。 

 

手島部会長      その辺を反映して基本理念のところはよろしいでしょうか。 

 

            （はい。の声あり） 

 

手島部会長      今お話ししたところで、今お話ししたような内容で文章化したものが出てくるかと思うんですけ

ども、「健全な安定した・・」というところをもっと具体的な形になるかなと思っています。 

           では美里町の主要課題というところに行きたいと思います。ここで出たのが、「住民意向調査結

果とは関係無いものなのか？」「町民の声はどこに反映されているのか？」「住民意向調査の一番重

要度が高いと分析された医療については？」「創出される雇用の場は、求職者が期待するものとい

えますか？」というところですね。町民の声を聞きます、大切にしますというところがあるんです

けども、一番最後のページですね。重要度というところで医療が極端に重要であると町民の皆さん

が訴えているところで、ここが弱いというのは弱いというか、この辺が主要課題に組み込まれなく

て良いのかという感じもありながら、やはり町民の声というところで・・。 

 

佐々木係長      医療については、はっきり言うと町でこなせる部分では、財政的、人的にも限界があるというこ

とをご理解いただきたいというのがあります。それで大崎の医療圏ということで大崎市民病院であ

ったり、涌谷のほうであったりといいことで医療に関してはこのようになったということでござい

ます。この部分については、負担金であったり分担金であったりといった形でお金を支払いながら

住民の命を守っているということで、どうしてもお金の話になってしまうんですね。お金で命が助

けられるという話になってしまうんですけども、今の案の段階での考え方なんですけれども、そう
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すると地域経済の潤いであったり、自主財源の増加であったりというところでしか解決できないと

いうことで、産業から発展させながら地域経済が潤う、財源が増える、それで住民の皆さんの命を

守って行くような仕組みにしかできないと。ここで病院建てますとなった場合に、今度は別になっ

てしまうんです。そういう部分での三段論法になってしまいますけれども、そういった意味で医療

についてはカバーしていくという形にしかならいということですね。 

 

手島部会長      建物とか病院そのものというイメージもあるんですけど、地域医療とか私専門じゃないので分か

らないんですけれども、たぶんいろいろな医療の考え方があるんですね。ただ住民から出た声が、

医療に関して何らかの主要課題になり出なくて良いのかというところが。医療の重要度が高いとい

うことは、住民の注目度は医療にあると思うんですね。町がどうして行きたいのかという方向性も

施策の一つではなくて、この主要課題に入ってきても良いところのエリアなのではないかと思って

います。先ほどから出ている将来像から始まってのところなんですけど、次が高齢者福祉ですよね。

だから福祉医療という分野のところが、非常にもしかして町民の声からすると離れている主要課題

なのかなというところはアンケートを書いた人なんかは特に思いますよね。 

 

須田企画財政課長   １０年前も５年前も同じアンケート結果で必ず医療については一番と。町として一次医療で南郷

病院を継続して運営していきますけども、これは一つの町だけの行政課題ではないんですよね。確

かに主要課題だけども・・ 

 

手島部会長      何らかの形で、例えば医療という問題に関して試みていかなければならないし、町民に対して現

状としての現状課題というところで今の課題というのが出てくると思うんですよね。財政的な問題

等というのは現状と課題だと思うんです。ただそれに対して、美里町はどうするのかという方向性

が見えてくるような、検討していくという内容があれば良いと思うので、結果として何々ができる

ではなくてもいいと思うんですね。 

 

佐々木係長      それでですね、２４ページなんですが、これからの特化した取り組みというか、優先的に取り組

むという意識付けをするということで、産業活性化プロジェクト、住環境向上プロジェクト、子育

て・教育プロジェクトということで三本立てとしておりますけれども、この中で住環境向上プロジ

ェクトということで、やはりこちらにお住まいになる方は、医療に関係する部分はとても心配され

るだろうと。逆にその部分が充実してれば多少なりともこの心配は防げるのかなというところで、

ここにしるしを付けましたが、それでは何をするのかといったところでは、確実に病院にかかれる

制度であったり、確実に病院まで行けるという交通手段であったり、南郷地区でいえばデマンドタ

クシーなどがありますけども、そいった部分での取り組みというところで、こちらは命を守るとい

うことで優先的に取り組みましょうというところで、意識付けとして、主要課題には謳っていませ

んが、意識付けというところでこちらには星印を付けているということです。 

 

手島部会長      後半にこのプロジェクトのところで質問があるんですけども、今お話がありましたので、実は整

合性というところで、町で主要課題としているところとプロジェクトをもっていく、何を重点的に

やっていきたいのかというところでバラつきというか、今のお話でそれも入っていますと言うんだ

けど、それであれば主要課題のほうに入れてもらっても問題ないんじゃないかなと。そうすると、

あとで説明を聞こうと思ってるんですけど、これを重点的に柱としてやっていきたいんだというと

ころなんですね。あとでプロジェクトというところでお聞きしたいんですが。ただその中での医療

が入っている、オモテとしては課題には入っていないということですね。なので、ここは連動して

いくようだと分かりやすいかなと思います。 
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須田企画財政課長   主要課題は絞っていますからね。医療福祉も入れるようにしなくてはいけないかもしれませんね。

今回の住民アンケートで高齢者福祉がかなり伸びましたからね。 

 

手島部会長      高齢者福祉と書いたら一番目を引きますよね。先ほど学校教育の関係もというところも入ってい

るので、このへんは・・。 

 

青木委員       主要課題の人口のところが医療福祉になればいいんじゃないですか。人口は理念のほうに持って

いくと行くことで。人口は多分トップだと思うので。ここに医療福祉を入れて三本柱を作った方が

良いんじゃないかと思いますね。 

 

須田企画財政課長   確かに主要課題は医療と高齢者福祉は間違いなく大きな課題ですからね。  

 

手島部会長      そうすると総合戦略のところの人口問題のところとリンクしてきて、こっちが充実してくるんで

すよね。 

 

青木委員       三本柱があると明確になってくると思うので、何を伸ばしていったらいいか。 

 

羽生委員       そうするとバランスが良いかもしれませんね。 

 

青木委員       そうすると構造的にも理解しやすくなると思うので。 

 

手島部会長      もう一つの雇用の創出というところですね。求めている職が・・・ 

 

須田企画財政課長   仕事はあるんですよね。ただそれが求めている仕事ではないんですよね。安定した職となると、

どうしても地元ではなくて。仕事はあるんだけれども、求めている職ではないということなんです

よね。これは客観的な数字を掴んでいる訳ではないのですが、あくまでも主観的なもので、いろい

ろな人たちの意見を聞く中では、やはり人口問題あるいはこれからの町の発展も、働く場所、雇用

の場の充実が一番だというのが多く聞かれますね。ただ働く場所があればいいというわけではなく

て、職の質と言いますか。企業誘致等でいろいろな業種の方々のお話を聞いてみると、人材がいれ

ば来ると言う企業が多いです。来ても人材が確保できないので進出できませんとなるんですよね。

だから来るとすれば、その人材を全て連れてくると。その下で働く方々ですね、パート等の雇用条

件が悪いところを地元で雇用するという形なんですよね。 

 

佐々木係長      産業分野の話になるんですけれども、いわゆる工場が建つ、仕事場ができる、そこに務めるとい

うことから脱却して、ベンチャービジネス等の起業に支援を行いながら自分の働きたい仕事をこの

場で作って、美里に来てもらうというようなところを今後強めていくというところを産業分野では

書いております。一人二人の事務所でもいいんですけども、今はパソコンを使いますので、事務所

を置くくらいのスペースが町内にどんどん出来て、いわゆる看板があふれる町になれば、とても大

きな工場ではなくても、それを積み上げていけば繋がっていくのではないかと考えます。 

 

手島部会長      それと同じところで、産業振興・雇用対策のところで、「働く場のないことが若者の転出を招い

ていることは明らかです。」というところの根拠があるということなんでしょうか。 

 

須田企画財政課長   先ほどもお話ししたように客観的な数字は掴んでないのですが、要員の一つであろうという推測

ですけどね。 
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佐々木係長      窓口調査というのをやっております。窓口で転出される方、転入される方に任意のアンケートを

取っておりまして、どういう理由で転出されますか、どういう理由で転入されましたかという理由

は取っているんです。これは正式に全員からアンケートしているものではなくて、手続きだけだと

何のための手続きかが分からないので、任意でとらせてもらって、今７０件くらい取れたんですが、

転出の理由が仕事のためというのがかなり多いですね。２番目が結婚のためなどとなっていまして、

それが実情です。仕事のために入ってきたという人はあまり見えないと。仕事のために出ていく方

が多く、しかも若い方２０代３０代、特に女性の方が多いというのが実情ですね。これは今年から

始めまして、内容を見れば面白いといいますか・・ 

 

手島部会長      転出のデータとかは資料に添付は・・ 

 

佐々木係長      まだ始めたばかりの調査であり、まだ調査途中のもので個数も２０とか３０、今でやっと６０位

たまりましたけども、まだデーと呼ばれるような代物ではないので、今はその傾向を見ているだけ

の段階ですので。 

 

手島部会長      ということは「明らか」というのは「傾向がある」ということですね。 

 

企画財政課長     我々職員も集まってこの話をするのですが、働く場所だけが原因ではないんですけどね。若い人

たちが転出していくいろいろな理由の一つですよね。次の質問の１８歳から２５歳と出ていますけ

ども、ここが一番難しいですね。 

 

手島部会長      ここが出ていくことで人口問題なのかというところをちょっと・・ 

 

須田企画財政課長   それだけではないですよね。出て行っても帰ってくることも当然あるでしょうし、ここにずっと

一生いるよりは、一旦若いときに町外に出て人生経験を積んで帰ってくるということもありますよ

ね。それを考えると１８歳から２５歳までの方が多く転出していることが、プラスになってくるこ

ともあるでしょうから、住むんだったらこちらに帰ってくるというような環境づくりも必要になっ

てきますのでね。帰ってくるのに何が必要かとなった場合には、やはり仕事だったりと。仙台周辺

に仕事があるのであれば、仙台に行くアクセスを強めていくということも必要でしょうし、文化的

なところでは、この年代は都会の文化的なところに憧れて行くんですよね。出て行った若者が３０

代４０代になった時に求める文化的な生活とはどのようなものかということも探っていかなけれ

ばならないでしょうし。 

 

佐々木係長      他でいいますと聞こえは格好いいのですが、やはり愛着教育ですね。地元の愛着教育で一旦は学

習のために出ていくのですが将来的には戻ってくる、もしくは外で学習している段階で美里は良い

所なんだぞと、いわゆる外でのスポークスマンになっているような人材が、小さいころから育って

いけば、これは先の長い話ですけども、これは凄く大事なことで先を見ればこれは大きく影響して

きます。地元の事を本当に考える子供や若者であったりということで、少なからずこの積み上げが

大事なのであろうというふうに考えています。行政職員が何を甘ったれたことを言っているんだと

思われるかもしれませんけども、これは実際にある話で、愛着が無いとやはり帰ってこないんです

ね。自分の小学校が自慢だとか、中学校が自慢だというような子供でなければ戻ってこないです。 

 

手島部会長      今お話ししたのが、人口ビジョンの中に入ってくる部分だと思うんですね。それを今のお話が人

口ビジョンの中で、それが将来の美里町の愛着教育というのを入れながら、たぶん人口問題のとこ

ろで入ってきても良いんじゃないでしょうかね。人口のところが統計だけになっているので、その
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辺も後半・・ 

 

須田企画財政課長   部会長さん、先ほど青木委員さんがおっしゃったように、人口問題を一番上にもってきて、いろ

いろなことが人口増に繋がっていくという考えで、今お話しした部分であれば、教育の分野に位置

付けていくという形のほうがいいかなという気がしますね。いろいろなものが人口に繋がってきま

すよね。 

 

青木委員       全てですよね。 

 

羽生委員       愛着教育は教育分野ということですね。 

 

青木委員       私たちの話し合いに愛着教育を入れていくということですね。その答申に入れてもいいと思いま

すし。 

 

手島部会長      次に子育て・教育のところで「保育施設の老朽化の問題とは何か？」ということと「保育士の確

保は、なぜ問題ではないのか？」というところです。 

 

須田企画財政課長   老朽化しているのは一か所だけあります。小牛田保育所の分園で桜木町にある小牛田保育所分園

があるんですけども、そこがかなり老朽化しているので、とりあえず大規模改修を考えていかなく

てはいけないなと考えています。あるいは、移転や引っ越し、新築とか何かの形を考えなくてはい

けなくなっています。今検討しているところです。子供たちを預かる施設として、他の施設と比べ

ると比較的老朽化しています。保育する環境は整ってはいるのですが、子供の数は横ばいか少しず

つ減っていきますが、保育に対する需要は高まっていますので、保育対象数は今後も増えていくと

思われます。何らかの形で老朽化した小牛田保育所分園については対策を取らなくてはいけないと

いう状況です。 

 

羽生委員       私は実際に二男を預けていたんですが、冬は床暖房が入って良かったんですが、トイレの匂いで

すね。保護者として衛生面を気にしていたところだったので。 

 

須田企画財政課長   教室は床暖房が入っているんですけども、ホールなどは入ってないですよね。改修したほうがい

いのか、別途新しく建てるというのは大変なのでどのようにするか。 

 

羽生委員       送り迎えの際に駐車場の場所もひどくて、目の前で交通事故を目撃したこともあって、場所とし

ての問題もあるのかなと思いますね。うちでも数か月待機児童となってましたので、働くお母さん

が増えている中で、核家族の中で保育所は早急的な・・ 

 

手島部会長      それは施設の問題なのか保育士の対応ができないのか・・。 

 

須田企画財政課長   どちらもですね。 

 

羽生委員       保育士の確保ができないから待機児童ですという話で、こちらに転居してから数か月、仕事がで

きない期間があったので。 

 

手島部会長      保育施設の老朽化の問題は施策の中ではどこに反映されているのでしょうか。 
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須田企画財政課長   ちょっと脱線して申し訳ないのですが、本日こども家庭課の奥山参事が出席しておりますので、

こども家庭課は保育関係を管轄していますので、本来は違う部会なんですが、保育と幼稚園の関係

はなかなかしっくりこなくて、その関係でこども家庭課の課長が保育分野に入ってまして、奥山参

事がこちらに入ってもらっています。皆さんに審議していただきたいのは、幼児教育施設としての

幼稚園と保育施設としての保育所の関係をどのようにしたらいいのか、その辺も合わせて議論して

いただければと思います。今あっちでもやっているんですが・・ 

 

手島部会長      幼児教育となってくるところと社会教育といったときには、こちらのほうに生涯の教育の中と、

それと施設問題・・ 

 

須田企画財政課長   延長保育が進んでいて、３歳、４歳、５歳で保育所と幼稚園が変わらなくなってきてるんですよ

ね。なんで分けなければならないのかということも出てきますし、０歳から２歳児の保育需要も増

えてきているので、それはそれとして保育施設を別個に造る、３歳以上は一緒にするとかいろいろ

なやり方があると思うんですよ。 

 

羽生委員       保護者としては一本化してほしいですよね。うちの子供は保育所から幼稚園に移ったんですけど

も、保育所から子供が多すぎるので、移れる人は移って欲しいというような説明を受けて、自宅か

らも近かったですし移したんですけど、もちろん預かり保育もお願いしてますが、年度末、何度始

めの何日間は預かり保育ができませんということで、仕事をしている親が年度初めなので仕事が忙

しい所で仕事を休んで子供を保育しなければいけないという状況で、保育所であればそういうこと

がなかったので、非常にそれは困っていて、２年続けて教育委員会へどうにかならないかと意見を

寄せたことがあります。４月１日に辞令交付だったりがありますので休めないので、主人に休んで

もらったりということもありますので、一本化してくると、また保育所みたいな形で働けるし、親

たちの支援にも繋がるのかなと実感しています。 

 

手島部会長      やっぱり会議とかで預けていて大変私も幼稚園にはご迷惑をおかけしましたので、遅れるたびに

頭を下げながら「すいません、今迎えに来ました。」というのを繰り返して余裕が全然ないですね。

突然、研修があるので１２時までしか預かれないですとなると、どうしようとなりますね。 

 

羽生委員       臨時休園とかもやっぱりつらいですよね。 

 

手島部会長      仕事は一緒に休めないので。 

 

羽生委員       保育所であればそういう事は無いので、一本化で進めてもらうと、これから働くお母さんは増え

るでしょうから。 

 

青木委員       南郷は一本化していますよね。 

 

羽生委員       ああいう体制でもいいのかと思いますね。もちろん検討とかは必要でしょうけども。どちらかと

いうと先ほど部会長さんがおっしゃった子育て支援に力を入れているというところで、インターネ

ットを見て転居してきたのが私ですので。実際来てみると困る面も多々あるので、こっちに引っ越

してこようかと考えている知り合いとかに１００パーセントいいよと言いきれないのが実情です

かね。 

 

青木委員       すごく進んでいる町だとは思うので、さらに進めるとすごい特徴になるのかなと思いますよね。 
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手島部会長      それに対して次の問題として全部繋がってくると思うんですけど、「子育て支援をすることで、

女性の社会参加が促進され社会全体の活力を維持する原動力になるとはどのような事なのか？」と

いう問題が今のお話だと思うんでね。なので、そこをこの文章より分かりやすい書き方をしていた

だけるといいかなあと。「待機児童の発生と保育施設の老朽化の問題を解決することで、人口減少

対策・少子化対策になるのはどうしてか？」というところも全てリンクしながら、「教育に関する

主要課題はどこに入っているのか？」というところが私たちのところだったんですけど、先ほどの

幼児教育、全体的に考えるといったところが、今、幼児教育が入ってなかったんじゃないかと慌て

て今見てるんですけども・・幼児期の教育・・文章、施策の展開かな。４１ページの「幼稚園の運

営について、国の「こども子育て支援事業」に基づく「認定こども園」へ移行する場合との比較検

討を行います。」とありますが、それだと次の部会のところの・・ 

 

青木委員       これだと施策の８ですね。 

 

手島部会長      ここですね、施策８で「幼稚園の統合を進めながら、復旧・建て替えを行い・・・」というとこ

ろですね。 

 

羽生委員       全体的ですけど、さらっとした文章で触れているだけなので、理解しづらいかなと。皆さん一生

懸命考えて、分かりやすくしたであろう文章なんですけども、住民がパッと見たときになんだろう

というものがたくさんあります。口頭で説明していただいたことを文章にしていただいた方がもっ

と・・ 

 

青木委員       この辺はこの間の部会とかでも出てたと思うんですけども、どこまで具体的なものをこの答申に

突っ込んでというところが、我々もどうしようかとなっていて、あまり具体的すぎても難しいのか、

その文言がすごく難しいと思うんですけど。 

 

須田企画財政課長   方向性だと思うんですね。現状と課題で指摘して、施策の展開でその方向性を示していくという

形になるんじゃないですかね。例えばこのような事業をしたいとなれば、関連事業でということか

なと。方向性までではないですかね。総合計画の基本計画になるので、ある程度一つの方向性を示

していただいて、その方向に向かうために具体的な事業を、実施事業を作りますので、事業がこの

方向性にどれだけ貢献してるかというところを一つひとつ見ていくと。例えば幼稚園では施策の展

開が５つあるんですけども、場合によっては上の２つだけかなり重点的にやって、その他は手つか

ずになるということもあるんですよね。まんべんなくやるというのはなかなかなくて。話しがずれ

ますが４１ページの施策の展開についてですが、これは教育審議会の関係になります。今はこのよ

うにしか書けないのですが、再編ビジョンが出るということで話がされているので・・ 

 

手島部会長      これ、もしあれだったら本当に大きいですよね。 

 

須田企画財政課長   そうですね大きいですよ。再編ビジョンのほうを教育委員会で策定して・・３月までに。それは

それでこの場ではなく別のところで審議されますので、・・それが３月までにできない場合にはこ

の文言は変えなければいけませんよね。再編等の整備に向けて。 

 

手島部会長      学校再編というのは本当にかなり大きな問題なので。 

 

須田企画財政課長   町を左右するくらいの大きな課題ですね。 
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手島部会長      もしかしたら現状と課題の一文の中ではなく、施策の大きな問題に取り組んでもいいくらいの・・ 

 

渋谷教育次長     まだ見えていないので・・ 

 

手島部会長      ただこれが出ないと来年以降動きにくいというか動けないというか、これの拘束力がどれくらい

というのがあると思うんですけども・・ 

 

青木委員       方向性はこっちというふうにしておいて、具体的なところはこの段階では定めにくいというとこ

ろですよね。統合するぞとも言えないしというところですよね。 

 

佐々木委員      具体的なところまでは書けないですね。 

 

青木委員       そうですよね。ここには載せられないですよね。まだ理解が進んでいない段階だと思うので。 

 

手島部会長      １２月に再編ビジョンができるということでの・・・ 

 

須田企画財政課長   教育委員会では・・・それを町が受けて町としての再編ビジョンとして３月までに確定していく

ということですね。それが間に合わなければ・・・ 

 

手島部会長      私たちはその再編ビジョンというものを、案というか骨子案はできているようなんですけども、

それをもとにしか話ができないということですね。それをやるということが織り込まれていなけれ

ば動けなくなってしまうと思うのと、その辺が後半の計画のところの２５年後に向けた計画という

ところの捉え方、将来像というか、学校のところ・・・そしてその中の５年後私たちがというとこ

ろの・・ 

 

須田企画財政課長   最初の５年は無理でしょう。 

 

渋谷教育次長     なかなか難しいものはあるでしょうね。 

 

佐々木係長      ２５年後の姿を目指して、それの５分割としている中で今回の５年間では、住民の皆さんの意思

統一をしましょうとか、もしくは設計まで終わらせましょうとかどこまでの線引きかというところ

を決めていただければと。中身はまた別の話で今回とは別に実施計画で考えなければならない部分

であり、どこまでもっていきますかというところをこの場でお決めいただければと思います。 

 

手島部会長      結局はここでいうと、「再編ビジョンに沿って着実に進めてまいります。」という再編ビジョンが

ない中でこれを審議するということですよね。 

 

佐々木係長      この「着実に進めてまいります。」というのが表現上合わないんじゃないかとなった場合は、「示

してまいります」と直した方が良いですねというような具体的な議論になっていくと。 

 

手島部会長      再編ビジョンもまだ出てないから、不安要素をあるものとして考える・・ 

 

青木委員       今の段階で教育委員会さんの中では、統合を視野には入れているんでしょうか。まだそこまでは

言えないですよね。そうですよね。 
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羽生委員       せめてある程度の方向性でもさらっとうかがえると・・ 

 

渋谷教育次長     住民に対する説明会は実施していますが、参加される方が少ないということで、保護者に対する

説明会を開催し保護者の方の意見を聞きながらということになりますね。 

 

手島部会長      この資料を皆さんにお渡ししてもらってますよね。その中に骨子案というのがあります。 

 

佐々木係長      手法として保護者の方々に説明会を開催するとした場合、保護者の方に説明をしても、子供は卒

業してしまうんですね。例えばもっと若い人、２０代とかこれから親になる方々を対象に説明会を

やってみたらという提言が出れば、それは素晴らしい提言だと思うんですね。 

 

手島部会長      学校や子どもの問題はＰＴＡだけではないので、学校があるないというのは、地域や町の存続に

関わるくらい大きいところなので。念頭に入れながら決まるものとして考えると。 

           それでは次の課題に入ります。１２ページに入りたいと思います。「計画の位置づけ」というと

ころで、「一本化したほうが良いと思うが、なぜ「まちづくりの基本指針」と「まち・ひと・しご

と創生に関する基本計画」として創生法の説明になるのか？」というところですね。一番初めの前

段での趣旨とか美里町の総合計画というところでの説明があり、その計画を美里町でこうやってま

すよとあれば、もしかするとここは必要がない部分なのかなと思い、先ほど聞いていました。 

 

須田企画財政課長   説明を追記しますかね。 

 

手島部会長      趣旨があって理念があって将来像があって計画がどういったものというものがあれば、これはい

らないのかなと。最初のところで聞いた感じではそう思いました。あと計画策定の経緯ですね。で

きれば理由があったほうが、先ほど言った２５年後の住みよいまちづくりのためだったり。終わっ

たからやるというのは、ぶっつけ仕事というか、やっつけ仕事みたいな感じに取られてしまうなと。 

 

須田企画財政課長   位置づけに謳っているように計画的な行政、総合的な行政、先ほども言いましたけどもこれは必

要だと、そのための基本指針が必要だということですよね。終わってしますので次のものとして定

めていくということですかね。それがないと先ほど言ったようにこれがどのような施策に事業がい

リンクして、それが良いのか悪いのかという、予算を付ける場合ですね、今までの成果を評価する

場合できないので、どうしてもこれは必要ですね。 

 

手島部会長      これをもう少し分かりやすくというか・・ 

 

須田企画財政課長   今後もこれは必要なのでということですね。 

 

手島部会長      そういうことが入ってくれば良いのと、一番初めに出てきた、まち・ひと・しごと創生法のとこ

ろで書いてあるんですけども、それが何だろうということが分からないでスタートするのはここ

が・・ 

 

須田企画財政課長   ここにまち・ひと・しごと創生法の説明が要るのかな。 

 

手島部会長      要るような気がしますね。耳には聞こえてくるし、こういう法案があるというのも分かるし、地

方創生という言葉がずいぶん出ているんですけども、具体的にどうということと、そして町は何を

したいのかという両方分かると良いかなと思いますね。この辺が前段のところと全部リンクしてく
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ると思います。６番の計画期間に行きたいと思います。「２５年後の将来像に向けて、５年間の計

画とはどういうことなのか？」ということで、先ほどの５年間の計画というところで、総合戦略と

だからではないと先ほど説明がありました。２０ページの中で「将来像２０４０の達成に向けて」

というところでは、「これらの期間を５期間に分け、期間ごとに・・」というところの２５年後に

向けた５年ですというのが分かるんですけど、これは５年間で終わる計画ですよというふうに読ん

でしまうので、将来像とかそういったものが２０４０年に向けているけれども、内容全てが５年間

の計画でという考え方なんでしょうか。２５年のうちの１期としての５年という説明が必要であれ

ばここにも必要じゃないのかなと。だからもしかして将来像は２０２０年だけれども、５年で計画

は終わりますよと取られてしまいそうな・・。 

 

須田企画財政課長   ５つに分けたひとつとしてこの５年があるんだということですね。 

 

手島部会長      第１期なら第１期の計画目標とか後半に出てくるんですけど、そういったところになるのかなと。

その辺がちょっと分かりにくかったです。 

 

佐々木委員      予想されるのは２０ページの各期、将来像に向けての各期、１期は５年としているから、各期の

大まかな目標というのは当然あるわけだよね。そういう中で次の１期から２期になるときに、その

見極めということをどういう形でやるのか。行政だけでやるのか、その辺も出てくるのだろうと。

継続して少し膨らませるのか、あるいは１期は終了したので、次の２期のプログラムに入りますよ

というふうにもっていくのか、その辺の見極めの段階で分かってくる、目標自体が分かってくると

いうことだと思いますけどね。 

 

手島部会長      今お話がありましたように、２０ページの「５期間に分け・・」というところの整合性と、将来

像２０４０の達成に向けてというところなんですけど、「５年間の期間を設けて、それぞれが階段

を上がるような形を取りながら２０４０年とすると、５年間に一つの目標が来るのではないか？」

「５年間の目標の後ろのステップに上がるときの目標の押え方は？」という感じで２つ質問が出て

いましたので、その辺も合わせてお願いしたいと思います。 

 

佐々木係長      やはりこれからの町づくりは、短い期間の目先のことも一つの目標でもあります。それも含めて

もっと中長期的な目線も必要になります。それはなぜかというと、やはりお金の面もあります。こ

れから生まれてくるお子さん、今の若い人ということもあります。なので今の計画は５年間で、た

だ美里町としては、中長期的な最終目標年度は２０４０年にしますというような書きぶりを足そう

かと思っていました。今回のステップはとりあえず５年間で進めますというような計画の位置付け

にしようと考えていました。次の第２期の目標、第３期の目標となるとちょっと難しいものがあり

ます。中長期的な目標として２５年後の姿というのは何となく見えてきますが、小さい刻みの目標

を作れと言われれば、考えて作らなければいけないのですが、それを文言で表すのか数字で表すの

かということにもなりますが、正直言って難しいものがあります。どうしても必要だと、それが無

ければ皆さんの理解が得られない、住民の方が未来を描くことができないというのであれば、それ

は作る必要があるでしょうと。しかしながら私も２５年後にどうなっているのかと聞かれれば私も

確証を持てない部分もありまして、それはやはり４年後に評価しながら次の５年間の目標を設定す

る、また５年後に次の目標を立てるという刻みながら、というところですね。正直５年後１０年後

１５年後２０年後にどうなってますかと言われても、正直厳しいものがあるのかなというところで

す。 

 

手島部会長      フィードバックするというのを、「期間ごとに次の課題及び到達点を見極め・・」というところ
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だと思うんですけど、「目標を高めながら・・」というところにいくと目標があるのかなと。 

 

佐々木係長      例えばここで２０１６年から２０２０年とありますけども、この期間の終わりころ２０１９年辺

りですか、その２０１９年辺りに次のステップの目標を考えると。そして次の期間の目標を考える

という段階的なものかと。今２０２５年までロードマップをと言われてもなかなか難しいものがあ

ります。よく言われるＰＤＣＡといったところで次々目標を定めながら、定めるときには単なる横

滑りではなくて、もっともっと高めながら次の目標を設定するというようなイメージをしていただ

ければと思っております。 

 

手島部会長      これだといろんな捉え方ができてしまうのかなと思ったので、多分それで意見が出てきてると思

います。 

 

羽生委員       今おっしゃっていただいたことを、さらっとここに併記していただけると。見直しかけながら目

指すのかなという捉え方・・ 

 

手島部会長      その説明を聞いて読んでいくと、「将来像２０４０に向けて・・」という感じでこれに向かって

５年ずつ、一つの将来像という目標に向かって５年ごとにフィードバックさせながらやっていくよ

ということなんですよね。でもちょっと分かりませんでした。今の説明があってなので、その辺を

明文化というかしてもらえると分かるかもしれないので。 

 

青木委員       その前のページに、人口の推計のグラフを丁寧に示していただいているんですけど、トップの目

標が人口増加にあるのであれば、この推計から、じゃあ５年後１０年後２５年後までの人口増加の

目標というか、それがもしあると、そこに向けて柱ごとにその具体的な施策を考えていきましょう

ということになってくると思うので、この総合計画に載せるのは多分難しいと思うんですけど、何

かここを目指しましょうという人口の目標みたいなものが、簡単にはいかないと思いますが、膨大

なデータを分析しなければいけないと思いますので、それが目安として何かあると良いかなという

のはあります。推計が載っているんですけど、これに対して目標をどうしていきましょうとか、こ

の推計通りにいくことを目標とするのか、ちょっと増えることを目標にするのかその辺も分かると

良いのかなと思いましたね。 

 

羽生委員       目標のグラフがあるだけでも見方が違うかもしれませんね。 

 

青木委員       推計に対してこう目指していきましょうみたいなものですね。 

 

須田企画財政課長   一つの指標になるでしょうね。一つの指標として考えて設定していくと。実は今の段階の推計は

５年に１回の国勢調査の人口を使っているんですけども、２０１５年のものが今ちょうど調査して

いるところで、来年の２月くらいに概数が出てくるんですが、それが出てきたら推計し直して、そ

れに対して目標値を設定していくということを考えていました。とりあえずここで知っていただき

たいのは、１８ページの下のグラフの青い線のように下がっていくということと、右側のグラフに

あるように人口構成が極端に上だけが膨らんで、下が小さくなるということで、このような状況が

必ず来るということを知っていただきたいということと、それに合わせてどのような町づくりをし

ていくかということが一つの課題だと思います。１８ページの表については、最新の２０１５年の

ものを追加した中で推計をし直します。右側の棒グラフも作り直します。その上で今考えているの

は、転入転出の差引をゼロにしていこうと。今は駅東の件もあって転入が多くなっています。しか

し長い目で見ていったときに、これまでの傾向を見てみると、これは一時的な傾向なんですよね。
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この傾向を分析して、これからも転入増とするためにはどうしたらいいのか。しかし転出増になっ

た時のことを考えると、今後２５年間で転入転出の差引ゼロがいいところだと思っているんです。

社会増減に関してはそうなんですが、自然増減に関しては、死亡者がどんどん増えていくので減っ

ていきます。子供の数は１．３くらいしかないんですけども、出生数が低ければ青い線のようにど

んどん減っていきますので、その出生を２０４０年まで１．８、この１．８というのは国で言って

いるんですが、これを２０４０年に実現するという狙いを付けた場合、赤線のようになるというこ

とになります。１．８に増やすというのは、子供を産み育てやすい環境を作っていくということ、

それから転出転入の差引がゼロにするということは、住みやすい町を作ってよそから入ってきてい

ただくと。先ほどお話ししたように１８歳から２５歳の若い方が出ていくのが多いものですから、

出て行っても戻ってくるような環境づくりをすると。ですので、転出入ゼロにしていきます。あえ

て企業を引っぱってきたり、あえて大きな分譲地を作って他から人を呼び込もうという策は特に考

えておりません。極端に転入だけを増やすようなことは考えていません。転出入はゼロで考えてい

ます。ご存じのとおり２０２０年になっても、まだそれほど変化はないです。長期的に見れば目標

値を上げた分だけ上にはいくんですけども、出生率が少し上がったからといって、すぐに人口増に

繋がってはいきませんが、これからの５年間で例えば人口が23,000人になるところを25,000人に

キープするとか、目標値を作っていってもいいと思いますね。 

 

青木委員       これは特殊出生率が１．８になったと仮定したときはということですよね。 

 

須田企画財政課長   ２．０７という数字は人口を維持する出生率なんですが、その二つの数字を使えときているんで

すが、現在１．３なので１．８という数字が良い目標値ではないかと思っています。若い人たちが

少ないという右側のグラフのいびつな形を直すために、下の部分をどう増やすかですよね。若い人

たちに入ってきていただきたいと。 

 

佐々木係長      人口総数も確かに重要なのですが、年齢構成も変えていかなければならないと考えています。 

 

須田企画財政課長   駅東地区は町の中でも異様な場所です。ここがなければ町は特に南郷地区は過疎化の高齢化社会

ですよね。駅東地区でこの前お祭りがありましたが、子供たちがこんなにいるのかと思いましたね。 

 

佐々木委員      ただ３０年後が問題ですよね。 

 

手島部会長      人口ビジョンのところに入りましたので、そちらのほうを、現行の総合計画と違いがあるという

ところをお話しいただきながら、「８計画の推進」と「９計画の進捗管理」というところを、抜け

た部分を補ってから人口ビジョンにいきたいと思います。先ほどの５年間の目標というところの次

で、計画の体系、１３ページですね。こちらのほうは当初お話しいただいた内容と同じですので割

愛させていただきます。計画の推進、計画の進捗管理、人口ビジョンまでですね。「現行の総合計

画との違いがあるが、なぜ変わったのか？」というところで、例えば計画の進行管理ですかね、こ

ちらが。進行管理調書というのはいただいております。その進捗状況を管理していくのかというと

ころと、計画の推進というところが改めて入ってきているというところを説明していただければと

思います。 

 

須田企画財政課長   前回は無かったということですね。 

 

手島部会長      はい、そうですね。進捗ではなく進行管理という言葉になっているかと思いますが。 
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佐々木係長      皆さんご存知のとおり、地域経営というものは限られた財源、限られたマンパワーの中で、ＰＤ

ＣＡで保ちながら業務の質を改めることを求められていると思います。計画を作り実行して評価、

チェックということで、チェックが入り改善行動アクションということで次の計画に結び付けてい

くような回し方がこれからは一般的なのであろうと。これは地方創生については特に求められてい

る部分であります。しかしながら美里町においては、これは以前から前の計画書にありますように、

以前の計画書からＰＤＣＡという回し方をしております。それで、それの再掲といってはおかしい

んですけども、もう一度載せてもらって意識を新たにしていきたいというところでございます。計

画の推進というところでございますけれども、縦割り行政というようなことが無いように庁舎庁内

が一体となって取り組むことが、これからの町の創生などに必要であるということを、恥ずかしな

がら改めて書いたということでございます。行政だけでは今まで何もできなかったじゃないか、こ

れから本当にお金があるのかと言われることもあります。その時は民間、民間企業もございますし

住民の方々もいらっしゃいます。各種団体もございます。皆さんと手を取り合いながら、皆さんの

知恵や力をいただきながら、これからの計画を進めて行かなければならないだろうというようなこ

とで、ここに改めて書かせていただいたわけでございます。改めて意識づけということで書いた訳

でございまして、みんなで手を取り合って、ここでは協働と言っていますが、民間の力を活用しな

がらというところで、書かせていただいたということです。 

 

羽生委員       これが前回のどこだったのかなということと、どう変わってきたのかなということを比べようと

思って開こうとしてるんですけども・・ 

 

佐々木委員      この計画推進の根本的なものですね。 

 

手島部会長      そうすると、もしかすると最初の「はじめに」というところにみんな入ってくる内容ですかね。 

 

須田企画財政課長   ここはもう少し分かりやすい表現にして、基本理念に入れても良いかもしれませんね。 

 

佐々木委員      それと比べた場合に今度のポイントなんだということを１４ページにね。ぐっと光るものがあり

ますよね。 

 

須田企画財政課長   一行目の「組織内の連携をしっかりと・・」というところは、我々あえて書かせていただきまし

たけども、町民の方々に協力をいただく前にですね、役場の組織をしっかりとしてからだという意

味で・・ 

 

手島部会長      それ書いて良いんでしょうか。 

 

須田企画財政課長   できなかった部分もあるので、連携をしっかりとしてと・・ 

 

佐々木係長      その反省も踏まえ、心掛けも踏まえて、わざわざ計画に書いたということで、宣言というもので

もないのですが・・宣言しないとやらないのかと言われればそこまでなんですけども・・ 

 

手島部会長      プレッシャーを与えるということですかね。 

           では、人口ビジョンに入ります。国勢調査による人口推計でなければならないというものはある

んでしょうか。 

 

須田企画財政課長   理由は無いんですけれども、先ほどお話ししたように５年に１回、今年２０１５年ですので、西
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暦でいうと０と５が付く年に国勢調査を実施して把握するものと、もう一つ町で住民基本台帳人口、

住民基本台帳に登録している方々の人口の二つがあります。今の総合計画は住民基本台帳人口で作

られています。この経緯をお話ししますと、合併する前の年、平成１７年に建設計画と言うものを

作りました。その時に住民基本台帳人口が使われて、合併した後に総合計画を作りました。これは

前の建設計画を引き継いで策定されましたので、その時に国勢調査人口に変えることができなかっ

たので、引き続き住民基本台帳人口を使ってきました。住民基本台帳人口は毎月末に数字が出ると

いう長所、利点があると思います。しかし実態をいうと、国勢調査人口のほうが実際に住んでいる

人を把握できるという利点が一つ。それから、全国規模のデータ分析は国勢調査人口で行われてい

ます。それらと比較するときに今まで大変酷かったんですよ。ですので国勢調査人口で統一して作

った方が、他との比較、町の人口データ分析がやりやすいということですので、今までの１０年間

は住民基本台帳人口を使ってきましたけれども、今回は国勢調査人口に切り替えてやってみようと

いう考えです。 

 

手島部会長      そのほうが分かりやすいんでしょうか。 

 

須田企画財政課長   その方が他と比較しやすいので。もし住民基本台帳人口が必要であれば、国勢調査人口に補正を

かけて、住民基本台帳人口の推計をするとかも可能ですので、これは今年度できるかどうかは分か

りませんが、時間があればやってみたいと考えています。 

 

佐々木係長      地域経済分析システムとシステムが全市町村に入りました。ホームページからも見れますので、

見ていただきたいと思うんですけども、このデータに基づきながら業務を進めていきなさいよとい

う大変厳しいものになっております。そちらのデータ内容がすべて国勢調査人口を採用しています。

その政策を進める上で、バックボーンとなるビッグデータはないんですかとなったときに、業務を

進める上で、人の移動であったり、観光客がこのくらい来てますよとか、これくらい製造物があり

ますよというような様々な分析のデータを使いながらこれからの業務を進めなければいけないの

ですが、そちらで用いられている人口も国勢調査人口がほとんどです。そういったことから今回か

ら切り替えたということもあります。 

 

須田企画財政課長   ５年に１回しか数字が出てこないという欠点があるんですけども、しかし国勢調査人口に対して

住民基本台帳人口の増減等を使って補正して国勢調査人口の推計もできますので、その月々の月末

の国勢調査人口の推計値は出せます。それは県でもやっていますし公表されている数字として出て

いますので町としてもできますし、５年に１回しか数字が出てこないという欠点は補えると考えて

います。人口というのは先ほども言いましたように、１年２年ですぐに成果は出てこないので、長

いスパンで見ていかないといけないので５年１０年のスパンでいいのかなと考えております。 

 

手島部会長      人口ビジョンに関しては、先ほど様々な人口ビジョンのところに入れたほうが良いんじゃないか

というお話がありましたので、それも今後部会の中ではまとめていきたいと思います。ただやっぱ

り前回が住民基本台帳人口を基準とする推計ということで推計人口が、何となく美里町の現在とい

う形で見やすかった感じはします。これが単年毎に入っているので、５年ごとのスパンではないと

いうところも１年１年というところの表もあるんですけど、こういったところも具体的に出るって

いうのは見やすいのかなあと思いました。グラフ⑥というところは、これも国勢調査のほうの人口

から、これはどちらなんでしょう。 

 

須田企画財政課長   国勢調査人口です。 
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手島部会長      こちらもそうなんですね。全部がということですね。 

 

須田企画財政課長   乖離してしまっているんですよね。住民基本台帳人口については、登録はしているけれども、特

に若い人たちはいずれ帰ってくるだろうと住所を移さないで仙台で働いて仙台や東京に住んだり、

結婚のときに移動はぐっと動くんですよね。正しい数が把握できないのでということもございまし

た。国勢調査人口の欠点は、これはまだこれからなんでしょうけども、調査の難しさが出てきて、

本当に全員拾えているかということは、かなり問題にはなってきてるんですよね。今回は国勢調査

人口を使ってみようかということです。 

 

手島部会長      では、今の話をもとにしていくと、今から行うこの施策、政策、施策ですね。この内容が全て国

勢調査による人口をもとに行うという考えになるんでしょうか。 

 

須田企画財政課長     それは、そのものによってでしょうね。使いやすいやつを使うという考えで。要は国勢調査

人口も住民基本台帳人口もそれぞれ欠点があって長所があって使っているわけですけども、ここで

総合計画の中で知っていていただきたいのは、先ほどお話ししたように、このような比率で人口減

少していくということは、これは国勢調査人口でも住民基本台帳人口でも同じですから。同じカー

ブを描く。それから、人口の構成、年齢構成ついてもこのような形になるということを、きちんと

掴んでいただいて、これをどうするかという、これだけの問題なんですよ。ここからさらに深く入

っていって、５人１０人１００人のレベルで増やす減らすの話は想定は無理でしょうから。それぞ

れの計画はどの計画がどの人口を使っていくかというのは、それぞれ適したものを使っていくとい

うことですね。 

 

手島部会長      先ほどの長期計画と５期に分けたというところなんですけれども、結局５年間というスパンにな

ってしまうと、国勢調査を合わせると細かい数字は出てこないので、このやっぱり１年ごとのだい

たいの推移っていうのは予測されると思います。住民基本台帳からの。この１期間５年間を考える

としたら、これも入っている方が良いのではないのかなあと。 

 

須田企画財政課長   住民基本台帳人口、両方入っていた方が良いということですか。 

 

手島部会長      結局、５年間の今計画立てますと言ったときの推移としては、こちらのほうが多分分かりやすい

と思うんですね。１年ごとのほうが。次がもうまるっきり５年５年で飛んで行ってますので、人口

の推移・・ 

 

須田企画財政課長   毎年毎年はっきりわかる数字を出した方が良いというわけですね。それはそれであれじゃないで

すかね、先ほど言ったように、国勢調査人口の起点が国勢調査人口で始まれば、そこから住民基本

台帳人口を使って、国勢調査人口補正かけれますので、補正かけて毎年の人口を出していけば良い

んじゃないでしょうかね。 

 

手島部会長      そうすると、私たちは今５年間見ますよとなったときに、やはり短期目標とか、短期計画に入っ

た時の人口ビジョンを上にもっていきますよってなったら、なおさらそれはもっと細かく人口ビジ

ョンといったところで、もっていってもいいんじゃないでしょうか。 

 

須田企画財政課長   細かくできますよ、国勢調査人口でも。補正をかけることによって。補正をかけていくことがで

きるので細かくできます。ただ一つはですね、このようにカーブがまっすぐにはなってるんですけ

ども、必ずこのように政策を打った時に政策の反映というのは、まっすぐには、上がったり下がっ
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たりすることは無いと思うんですよ。なので１年１年でその人口のデータで、果たして政策の良し

悪しが判断できるかという問題もあるので、そこまで私は細かく・・ちょっと言葉は悪いんですが、

神経質にね、なることは無いんじゃないかなと思ってるんですけども。 

 

手島部会長      ただ、先ほどから人口ビジョンも上に持っていったらどうだというところがあったので、詳細な

ところと、あとは今まで補足、表でもグラフでも書いてあるところが、全部参考と備考とかってい

う形で書いてあるので、それらがこちらの案のほうのところにもう少し具体的に書いていただ

く・・ビジョンとしての。美里町の人口ビジョンっていう。 

 

須田企画財政課長   推計だけで終わらせず、町としての考えるビジョンを推計していく目標値としてね。どういう考

えで設定していくかというところも、もう少し詳細な表記は必要になってくるでしょうね。 

 

手島部会長      それに伴って、たぶんそうすると、短期目標、来年までに５人増やしますとか、実質的な数字目

標なんかも出てくるかもしれないし。というところではやっぱり５年後には、ちょっとなかなか、

これは１年ごとにたぶんフィードバックしなきゃいけないんじゃないのかなあと。増えてる減って

る、増えてる減ってるっていうところは気になるところないんじゃないかなあと思います。 

 

須田企画財政課長   でも、それでそのまま政策が評価できるかという問題もあると思いますね。部会長さんがお話し

されるように、人口ビジョン、先ほどの言い訳になりますけども、２０１５年の数字出たあとです

ね、数値精査して、その上でこのような形で町の人口目標を設定すると。ただ、今考えてるのは、

人口目標の設定は、さきほどお話ししたように転出入はゼロであると。ずっと継続していくんだと。

そして、あとは１．８を達成していくんだということです。２５年間でゼロにもっていくので、今

人が入って来るんだったらどんどん入ってきてもらって。いずれは入って来るのはいつまでも続か

ないでしょうから、駅東地区の分譲地だって今６割７割くらい入ってるんですけど８割超えると止

まってしまうと思うんですね。止まってしまうと死亡する方がどんどん増えていくので、交通の便

も良くなっているし、いろんな環境で、東京との距離はすごく近くなってると思うんですよね。時

間的にも経済的にも。なので意外と簡単に出ていくんですよね。でも簡単に帰ってこれる距離でし

ょうし。これは難しいです。ちょっと余談になりますけども、若者向けの定住住宅というものを作

ろうかと思ってはいるんです。ただ仕事もそうでしょうし、帰ってくるときに自分たちが住みたい

家があるっていうのが。昔と違って親と多世代で住むっていうのは、子供も望まないし、親もそん

なに望まないんですよね。元気なうちは別々という考えなので、そうやって帰ってきた若い世代が

住める家の整備とか、その辺もある程度この５年間で必要になってくると思ってるんですけどね。 

 

手島部会長      ありがとうございました。 

           次に入りたいと思います。２０ページの「美里町の将来像２０４０」というところなんですが、

これも先ほどお話ししたところなので割愛させていただきます。「・・達成に向けて」というとこ

ろも先ほど計画のところでお話がありましたので次に行きたいと思います。２１ページ「稼げるま

ちの実現」「人が集まるまちの実現」「産み育てやすいまちの実現」ということで、これが将来像と

いうところから大きな柱として受け止めたんですけども、表現の仕方と極端に絞った内容であるの

はどうしてですかというお話が出ましたのでお願いいたします。 

 

佐々木係長      文言がずれているのでなかなか繋ぎづらかったかなと、委員さんの中でも繋がりがなかったかな

と思いますしそれは反省しております。ただしですね、分かっていただきたいのは、カッコ１の「稼

げるまち」というのは、産業活性であったり雇用であったりというふうに繋げればいいなというよ

うな文言の表記でありまして、「人が集まるまちの実現」については、人口問題は大切であるとい
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うところの繋がりであると。また「産み育てやすいまちの実現」については、少子高齢化、少子化

対策の繋がりであるというように思っていただいて結構です。 

 

手島部会長      １１ページの「美里町の主要課題」の３つにリンクしているということなんでしょうか。 

 

佐々木係長      はいそうです。 

 

手島部会長      そこは分かりませんでした。ここは主要課題というところから来ているということが、分かるよ

うにしていただけると、多分いいかなと。 

 

佐々木係長      そうですね。 

 

手島部会長      突然、字で「稼げるまち・・」に行ってしまっているので。例えば、言葉としてはお話の中で最

終、「全体として」というところにあるんですけど、抽象的すぎるのではないかということで、具

体的にどうするのかというのも出ていました。それとともに「産み育てやすいまちの実現」ていう

のはどういうことで、「産み育て」とはどのように振り分けるのかというお話も出ていましたので、

その辺の説明もお願いいたします。 

 

佐々木係長      「産み育てやすいまちの実現」というところでございますけども、「産み育てやすい」これはで

すね、先ほどから人口の問題でも出しています。ただ単純に人口の問題はですね、簡単に申し上げ

ますと、お父さんとお母さんが結婚して、お二人の子供がいないと人口は減っていきます。基本的

にはただそれだけの話です。それで、今実際１．３人位ですね、お一人ちょっとしか生まれていな

いと。これではやはり人口が減っていくのは当たり前の話で、それを一人産んでいるお母さんまた

はお父さん、育てているお父さんお母さん、お爺さんお婆さんにつきましても、一人よりは二人、

二人よりは三人と増えるような環境作りが「産み育てやすいまちの実現」なのだろうと。ただ、そ

のためにはどうすると良いかというところでございますけれども、施設の充実も一つでしょう。ソ

フトの充実も一つでしょうというところで、総合的に産み育てやすいまちを目指していきたいとい

うようなところで、これだといいものは、決して断言できるものはございませんけれども、全体的

にですね、例えば町がですね、歩道が段差がなく、ベビーカーを押せる段差が無いような町であっ

たりですね、そういったものも全部を含めて「産み育てやすいまち」だと思っております。 

 

手島部会長      出産と子育てっていう・・ 

 

佐々木係長      いわゆる悩み相談であったり、悩み相談窓口の充実であったりですね、妊婦さんの駆けつける場

の拡充であったりというようなころが全部繋がってくるのかなというふうに思っております。 

 

手島部会長      私たちのところでは、そこから次にというところですね。「子どもを取り巻く学習環境について

は・・・」云々というところにくるんですけれども、不登校に関するところまで入ってきますが、

「産み育てやすい」を・・・ 

 

須田企画財政課長   繋がらないということですね。 

 

手島部会長      申し訳ないです。逆にこう・・・ 

 

須田企画財政課長   教育も入れなくてはいけないかもしれませんね、この言葉にね。 
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佐々木委員      ぎりぎり押し込んだんじゃないの。 

 

須田企画財政課長   産み育てやすい、そして教育もね。充実したということ・・・ 

 

佐々木委員      柱を一つ作ればね。解決されるのかなと。私はそう考えます。そうすると次の施策と、政策と施

策が流れがいいんですよ。 

 

手島部会長      先ほどの主要課題ですね。そこから人口ビジョンというところが、大きく取り上げられるという

ふうになれば、医療福祉という感じが入ってきて、この辺りも多分いろいろな提言が出るんじゃな

いかなと思っています。産み育てというところを今説明していただいたんですけども、この言葉が、

産み育てという言葉があるんでしょうか。 

 

佐々木係長      そうですね。定義的に正しいかどうかは分からないんですけど、使われ始めてきてはおります。

産み育てやすいと。産み育てる環境とか。それで使った訳でありますけど、誤解を与えるのであれ

ば、案の段階ですので、ここは変えても良いかなと。 

 

手島部会長      若い人たちは理解できるということですね。 

 

羽生委員       こちらの文言だと「育て」にしか触れてないのかと「産む」となると病院であったり関係してく

るとは思うんですけど。 

 

佐々木係長      そこでですね、今おっしゃったとおりですね、「産み育て」で両方とも今度は医療の部分であっ

たり、福祉の部分であったり、児童の部分であったりということで、それが縦割りになってしまう

んですね、結局は。全部含めた形で切れ目のない支援、流れの中で・・検討課題として・・ 

 

佐々木委員      さっきの教育の柱を別に作ればいいのではないかということだったんですが、先ほどの美里町総

合計画案の１１ページでは、「子育て・教育」となってるんですね。だから２１ページには「産み

育てやすいまちの実現」では、メインは子育てのほうがメインになって来るかなと。だからそうい

うことから考えると、教育というのも一つの柱と。項目としては主要課題が・・、主要課題じゃな

くて、２０ページの基本構想にもってきて、大きな柱が４本になるだろうと。そういうふうに考え

ました。 

 

手島部会長      これは主要課題のところとリンクしているのであれば、主要課題を逆に、産業振興・雇用対策で

サブタイトルとか、そんなところで例えば「稼げるまちの実現」とか入れてもらったほうが。そう

すると同じものなんだなと。前で言っていることと、基本構想の中で言っていることは。そこから

なんですけれども、「取り組みの方向性」ということになると思います。「２１ページと連動してい

ないのはなぜか？（関連性・整合性）」というところと「分かりやすく図解しては？（三次元の図）」

といことで、例えば１番に先ほどの産業振興・雇用対策ということで、「稼げるまちの実現」がき

ていて、こちらが１番に「生涯をとして学び楽しむまちづくり」というところなので、これは多分

政策の順番で入れたんでしょうかね。ただこの順番で来ると、重点項目の順番にいかないと、見た

ときに、あれ何で１番がどこにリンクしてるのかということですね。この場合だと「（３）力強い

産業がいきづくまちづくり」が最初に来た方が見やすいんじゃないかというようなお話があったの

で、その辺をちょっとお話ししていただければと思います。また先ほどからの次元の分かりやすく

図解をしていただけないかというお話もありますので、その辺を説明方々お願いいたします。 



34 
 

佐々木係長      ２２ページのですね、例えば「生涯を通して学び楽しむまちづくり」と・・・。それで分類はそ

れぞれ教育、福祉、産業、生活、行財政というふうに並ばせていただきました。その順番はあまり

変えずにですね、それが３１ページの基本方針というところでございます。ページを縦にして並べ

てみていただければ、これの第１章の基本方針とこちらの方向性が軸的に方向性と基本方針が合わ

なかったようですね。同じ文言を書いておりまして・・・。 

 

手島部会長      取り組みの方向性の内容というよりは、前のページとか前段から来ている順番からいったら、こ

れが多分前ページの１から来たら「（３）力強い産業が・・」がきて、次に来るのが「（４）くらし

やすさ・・」そして、３として「生涯を通して学び・・」あと「健やかで安心なまちづくり」とい

う順番ではないかと。まず前ページの・・ 

 

須田企画財政課長   並びがね。 

 

手島部会長      そうですね。これに対しての方向性だと思うので、稼げる、これが例えば横ページになっていれ

ば「稼げるまちの実現」のところに「力強い産業がいきづくまちづくり」が横並びのような形にな

ると思うんですね。なので読んでいったときに・・。これが達成に向けてというところと前段の主

要課題というところもリンクしているので、ここともズレが生じないように。そうすると全体が今

までの疑問は全部解決していきます。これとこれとこれが同じものだったんだなと、多分皆さん理

解できたと思います。 

 

須田企画財政課長   部会長さんがお話ししたところが、９年前に作った構成、まさにその通りなのです。今回あえて

総花的だった点を克服するために、絞って落としてるんですね。それを全面的に出してきているた

めに今のような形で、後ろに５つありながら前には４つしかなく、繋がりが無いのは確かです。こ

れが見にくい分かりにくいというのであれば、前に戻した形で主要課題が５つあって、将来像も５

つ書かれていて、方向性も５つで同じ並びであれば筋が通るんだね。 

 

手島部会長      そうすると私たちの一番の問題であった教育文化の柱ができるんじゃないかと思っています。 

 

須田企画財政課長   それでは一度、案を作ってみますかね。皆さんに見ていただいて、これで良いとなれば、部会長

さんから次の会議で話をしてもらって、このような案で提案したいんですけどもという形でもって

いったらどうでしょうかね。 

 

手島部会長      はい、ありがとうございます。よろしくお願いします。 

 

須田企画財政課長   文言をすぐに書けなくても、並び方をそのような並び方にしてどうかと。ただ、これは我々が意

図した重点化というか絞った総花的でない分かりやすいものということに関しては、バックして後

退してしまいますけども。 

 

佐々木係長      一つ心配な点を言いますと、政策があって施策があって、その施策に担当課が決まっているんで

す。あまり紐付けすると、また縦割りになってしまうんですよね。あまり紐付けしてしますと、う

ちは関係ないんだと・・ 

 

手島部会長      でも先ほど出たところで・・ 

 

佐々木係長      その辺心配なところが若干ありますので、それだけちょっと分かっていただければ。 
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手島部会長      ただ、今回は立体的で、ここの各施策がリンクしているんだよと、子育て１つ。多分今度はスポ

ーツ省なんかは、すごいスポーツの関係で体力づくりとレクリエーションとスポーツというところ

が、多分融合してくるんですけど、そういったところで、すごく多分管轄、経産省とも多分連携を

取ると言っているので、そういったところのリンクがすごい変わってくると思うんですね。なので

横並びという意味では関係ないということではなく、わざわざプレッシャー、計画の推進というと

ころに書いてありますので、頑張っていただきたいなと思います。 

 

須田企画財政課長   分かりました。 

 

手島部会長      最後が２３ページですね。土地の利用というところで、前回、前回というか前期総合計画のなか

ではかなり構想というものがしっかりと書いてあります。ここが記載されていないということは、

今から記載することがあるのか、これも大きなところではないのかなと思いながら見ましたが。 

 

佐々木係長      ここについてはですね、ただ単純に前のとおり載せるのは簡単な話なんです。それで、もう一つ

考えたんですけども、しかしながらですね、これからの人口減少であったり行政の効率化の部分で

あったりといったところで、町全体として住居ゾーンであったり、学習ゾーンであったり、医療ゾ

ーンであったり、商業ゾーンであったりというようなですね、これから長い目で、５年後だけじゃ

ないです。１００年後くらいを見た話しで、そういった集約も必要になってくると国では謳われて

いまして、この戦略の中でも考えてもいいよというようなこともあります。それで５年１０年では

なくてですね、今の現在の土地利用をここに載せようと思っておりました。しかしながらそれに一

言ですね、例えば、そういう土地利用のやり方って今後考える必要がありますよねっていうような

一言があってもいいのかなと。例えば住民バスです。今後ですよ、１００年後５０年後、私は生き

てないかも知れませんけれども、それぞれのゾーンをバスで繋ぎながら皆さんの生活が効率よく回

るような仕組みを今後作っていかなければならないのかなというところを、それを絶対やるわけじ

ゃないです。それのことが必要かどうかを住民の皆さんで話してもらうくらいの程度になりますけ

ども、そういった記入の仕方になるのかなと考えていました。 

 

須田企画財政課長   大きく土地利用は今からとは変わらないでしょう。しかし人口が減ってくるので、今お話しした

ようにコンパクトシティーのような形で集約化というものは出てくるだろうと。その検討に向かう

しかないんだよね。 

 

佐々木係長      それに対して、そういう考え方があるよというような、多分ここにいらっしゃる方みんなお亡く

なりになってるとおもいますけど、そういう土地利用も考えなくてはならないんだよというところ

で、ひょっとすると教育部門で学校の再編であったり、児童公園がたくさん集まっているようなゾ

ーンであったりというような夢物語的なことを考えなくてはいけない時期に来てますよというよ

うな、スタート的なものを書かなくてはいけないなと思っています。 

 

手島部会長      今まで佐々木係長さんがお話ししたのは、入れた方が良いよと言っていたんですが「みんな亡く

なってます。」というところは今回不採択で。 

 

佐々木係長      そもそも要らないという話もあるんですけど。 

 

手島部会長      ただ産業振興とかそういったところも関与してくるのかなあと。具体的なものは無いみたいなん

ですけど、逆に具体的なものも知りたいかなとか。こちらのほうは多分策定員会のほうとかまだ検

討中のような感じが覗えますので、保留にしたいと思います。こちらのほうは何らかの形ができて、
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またそれが教育のゾーンとかできたら関わってきますので、学校安全とかそういったところでいろ

んなところで関わってきますので、その辺が上がってきてからではないかと思います。 

 

佐々木係長      ここにですね、例えば教育ゾーン、商業ゾーンを設定することすらまだできません。そういう方

向に今後動いていく、もしくはこういうソーン的なものが必要でしょうかとか必要じゃないんでし

ょうかとか長い検討が必要です位の事しか書けないんですね実際は。皆さんの家などという財産も

ありますので、簡単にここを出て行って集まってくださいと、ここ１０年２０年の話ではありませ

んので、そのくらいの意識が必要かもしれませんていう事くらいしか書けないと思います。逃げる

ようになるかもしれませんけども、そういった書き方になります。 

 

手島部会長      それでは次に行きたいと思います。基本計画、２４ページになります。この中で「重点プロジェ

クトという言葉が突然出てくるが説明が必要ではないでしょうか？」そして「重点プロジェクトと

は何でしょうか？」「重点が分かりづらいが、どのくらいのスパンでやるものなのでしょうか？」

ということが出ています。 

 

佐々木係長      重点プロジェクトという言葉が突然ここで出てきています。その点につきましては、今後加筆し

てまいりますけれども、何かと申しますと、今までは目につく部分だけやってきたというような状

況でございます。町は、来年度、再来年度に町は何をやっているんですかと言ったときに、今町は

これとこれとこれに重点を置いてやっているらしいよというような取り組みが見れるような優先

順位の施策を取っていこうというような、メリハリをつけた施策にしていこうというふうに考えて

おりました。これも文言が別になっていて大変申し訳なかったんですけども、産業活性というのは

町の産業振興のために必要なプロジェクトであろうと、住環境向上というのはこれは人口対策であ

ったり、こちらに住まいを移そうという人が出てこないかというところの期待を込めましての住環

境向上プロジェクトとしています。それで教育につきましては先ほどからありますように、子育て、

また子供たちを取り囲む環境の整備というところの大きなプロジェクトとして、ここは優先的にや

っていこうといったところで、他はやらないという訳ではないのですけれども、ここは明確に優先

的にやっていこうというところのプロジェクトという形で取らせていただきました。優先事業の一

覧と書けばそれまでなんですけれども・・ 

 

手島部会長      書いてもらえば分かりやすいですね。そのほうが。プロジェクトチームを作って、新たにこれは

また別のものとして動くのかなと感じもするので。学校関係にいくと子育て・教育プロジェクトと

いう中で、こちらの中で施策とかやっていく部分、それとわざわざオモテに出してプロジェクトを

組んでいくっていう・・。 

 

佐々木係長      プロジェクトの進行度合いにつきましても、例えば産業活性化であれば、今戦略会議みたいなも

のがあってその中でもやっています。それで動き出して住環境向上について専門的に進めて行く必

要があろうという部分にはプロジェクトチームを作りましょうと、子育て・教育でもプロジェクト

チームを作りましょうというやり方もあるかもしれません。 

 

須田企画財政課長   作って協議してもらっても良いかもしれませんね。 

 

手島部会長      重点プロジェクトに関する説明を、やっぱりここでは欲しいかなと思いますね。 

 

須田企画財政課長   分かりました。 
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手島部会長      この辺が前段から読んでいくと、いろいろと分からなくなっていくところですね。これが同じ方

向だっていうのは今日の話でしか分からなかったと思います。 

 

須田企画財政課長   優先政策だということで、優先的にやっていくことだということですね。 

 

手島部会長      そう書いてもらったほうが良いですね。最優先課題とか。ただ、その中でどのくらいのスパンで

やるものなのかっていう質問もありますので。 

 

佐々木係長      これはですね、今回の計画通り５年間というスパンです。 

 

手島部会長      これも多分違うものと捉えているからでしょうね。質問が。 

 

佐々木係長      これで内容を見ながら、主要課題がどれくらい埋まっていったかというところで、５年後はちょ

っと分かりませんけれども、ひょっとすると別のプロジェクトになるかもしれませんけれども、今

のところは、今回はプロジェクトということで柱を立てて行こうと思ったところです。 

 

手島部会長      主要課題と達成に向けてのところと重点プロジェクトがまた一致しないとズレが出てくるので。 

 

佐々木係長      課題に対してのプロジェクトというものを見えるようにします。 

 

手島部会長      多分その中で先ほど言っていた医療というところが多分出てくるとは思いますね。ここが足並み

が揃うと分かりやすいです。この目標に向かってこれをやるためにこうやっていくよと、その中の

１つでプロジェクトをやっていきますというところなんでしょうか。 

 

須田企画財政課長   そうじゃなくて、５つの分野があって、この分野を優先してやるよというころですから、全部５

つ出てくるんじゃなくて、５つのうち、この３つの分野は優先しますよという形なので、５つの分

野と必ず一致するわけではないと。しかし前に表現している課題のところと一致する形ですね。 

 

手島部会長      分かりました。よろしいでしょうか。 

           では「優先プロジェクト①」というところに入りたいと思います。「「稼ぐ力」を生み出し、賑わ

いを作ります。の「稼ぐ力」と賑わいの関わり合いは？」「事業所、従業員の減少の現状からは、

目覚ましく明るい将来像は見えてこないのだが、どのように考えているのか？」というところをお

願いします。 

 

須田企画財政課長   「稼ぐ力」はイメージ的には町で進めている産業活性化戦略施設とか、町に人が集まる場所、そ

の集まる場所で子供が生まれて人が賑わうというイメージで、それをこの５年間で作っていきたい

という形なんですよ。それを将来像を回る形で表現しているということですかね。町長一人という

訳ではないんですけども、マニフェストというか公約にも挙げていますので、これをこの５年間で

実現していくと。こちらをプロジェクト化して進めて行くという考えであります。交流人口という

か人がいっぱい集まって、そこで仕事ができるという感じですかね。 

 

手島部会長      大丈夫でしょうか。ただこの文章だけ、「稼ぐ力」を生み出し、賑わいを作ります。と言ったと

きに、要は賑わいとは、これは人の集まりという考えですか。 

 

佐々木係長      今ですね、農業をされている方は大変頑張っていらっしゃいます。それで農業の生産を行いなが
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ら、またはハウスの中で行いながら、一生懸命、産業振興のために頑張っている方もいらっしゃい

ます。それはそれで一つの「稼ぐ力」です。それにプラス新たな「稼ぐ力」となると、それに多角

的要素、多様的な要素を入れまして、複合的農家、農家体験とか現場で買える果物だったりとか、

そういった様々な方向性を新しく持ってきて、そこに新しい稼ぎ方を作る、新しい稼ぎ方の力が付

いてくると、そこにお客さんとして交流が入ってくると。そういったもので全体的に地域が明るく

なる、もしくはそこにひょっとすると、おばちゃんたちのパートが少し必要になってくるかもしれ

ないと、そういった全体的な人の交流、物の交流それに対しての、お客さんが来ての賑わいだった

り、それに対する雇用が生まれると、そういったところの稼ぐ力、新しい稼ぐ力というふうに考え

ていただきたいと思います。 

 

羽生委員       もう少し説明であったり、目的もちょっと少し詳しくないと、これだけではちょっと理解しづら

いかなと。 

 

手島部会長      目的に向かって動くと思うので、詳しくても良いかもしれませんね。２５ページですね。 

 

佐々木係長      例えばプロジェクト①でございます。このプロジェクト①はただ単に新しい取り組みを始めるか

というとそういう訳ではありません。プロジェクト①で網羅している部分につきましては、２６ペ

ージにありますけども、関連施策の２１、２２、２３、２５、２７、２８、２９と、これを利用し

ながら重点プロジェクトを果たされていくというようなことで、例えば施策２１というのが８２ペ

ージになりますけども、８２ページに、農業に新しいヒトの流れを作りますであったりとか、８３

ページで新たな作目を作りますよとか、その次ですね、８６ページには、産物からの広がりを作り

ますよとか、これらの積み上げでプロジェクトがなされますよというような積み上げにしているつ

もりであります。ですのでプロジェクトだからといって、新しい取り組みに動き出すということで

はなくて、１個１個の施策が十分であれば、この施策のピラミッドでこのプロジェクトは成り立っ

ているという仕組みとしているつもりでございます。 

 

羽生委員       であれば、どこに関連しているかとか・・ 

 

手島部会長      今後の展開と今の関連施策というところなんでしょうね。 

 

佐々木係長      これが確実に回りだせば、このプロジェクトは果たされるという作りです。 

 

羽生委員       これは出来上がったものは町民の方やいろいろな方が見るものですよね。今のこの状態だと、専

門的な知識であったり、そういうものがないと理解しづらい。全体的にです。説明であったり、噛

み砕いた言い方をしていただいたほうが・・ 

 

手島部会長      先ほどの賑わいのところで、人、物の交流という表現をしていたので、そのような人とか物が行

き交いますよとか、お客さん呼びますよとかっていう表現は分かりますけれども、やっぱり賑わい

という単語からは、なかなか難しいかもしれないですね。 

 

羽生委員       すみません、読む力が無いだけかもしれませんが・・ 

 

佐々木委員      プロジェクトの押さえ方については、重点①も重点②も重点③も同じなので、概括的にこういう

ことをするんですよということを、５、６行にまとめて前段に入れていただくと、読んでみて先ほ

どの、例えば重点①のプロジェクトだと、関連施策の④の施策と関わりを持たせてにらみながら、
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目的に近づいていくものです、という捉え方ができると思います。 

 

手島部会長      質問内容のところで、「事業所従業員の減少の現状からは、目覚ましく明るい将来像は見えてこ

ないのだが、どのように考えているのか？」というところもお願いします。１０３の事業所が減少

しました。１，０７９人の従業員が減少しています。というところから明るい未来は、明るい将来

像はですね。その辺はどのように考えていますかと。プロジェクト①ですね。現状と課題の１行目

から。 

 

須田企画財政課長   従業員が減っているという現状で、明るい将来は見えてこないということですね。でどうするの

ということかな。 

 

手島部会長      最初、この「産業が発展し・・」というところに謳っているので・・ 

 

須田企画財政課長   将来像で、なぜこう言えるのかといことかな。そうですね、このような現状だからこそ、目標を

高く持って産業を発展させていきたいという思いなんだけどもね。このとおり従業員数も減ってし

るし・・。将来像は願望もあるんですね。こういう状況、課題だからこうして行きたいという。 

 

佐々木係長      課題のところで減少は書いてあって・・ 

 

須田企画財政課長   将来像で「産業が発展し・・」と書いてあるけれども・・ 

 

手島部会長      発展するんでしょうかという・・ 

 

須田企画財政課長   実現性とか、何て言うんでしょうか・・ 

 

佐々木係長      そうですね、現実は現実で真摯に受け止めなければなりませんよと。これは現状と課題で、これ

からこういう現状でこれをクリアしなければなりませんよというような課題の書き方になってい

ます。それで、減少している状態を放っといていいかというと、放っておいてはダメなんですよね、

もちろん。そのためにですね、稼ぐ力を生み出しというところなんですけども、それがいわゆるプ

ロジェクトとしての展開方針であるわけではなくて、ここでは課題を申し上げて、プロジェクトを

達成するためには、どういったものが必要なんですかということが、次の関連施策の２１や２２な

どの中にちりばめられているというように考えていただければ良いと思います。 

 

青木委員       あくまで現状と課題ということですね、ここは。この次から今後の展開と。 

 

佐々木係長      プロジェクトの展開は特には無いんです。それぞれの施策の展開を積み上げて、このプロジェク

トが完成しているということです。 

 

青木委員       明るい現状は無いということですね。今の段階としてはということですね。 

 

羽生委員       ちなみに、今後の展開で「作ります」とか「進めます」と全部言いきっているんですけども、言

い切っていいんですか。 

 

佐々木係長      そうですね。町の施策として作るときにですね、「検討します」ではちょっと・・ 
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羽生委員       最後だけ「努めます」にはなっていますが、「します」とか「やります」とか、全部良い切って

しまって、できなかったらっていう場合で、あとから突かれる部分を作ってしまうのはどうかと。 

 

佐々木係長      今後の展開ということで、例えば「農業に新しいヒトの流れをつくります」というのは、関連施

策２１の目的になっているんです。それを持ってきてるんですが、関連施策２１の中身というのが、

そもそも「農業の新しいヒトの流れをつくります」ということなんですね。それをこっちに持って

きているということで、不必要と言えばこれは不必要かもしれませんが、「努力します」ではちょ

っと弱いんですよね。 

 

羽生委員       これ全体のページに関係するんですけど、現状と課題が出てそれに対する対策だったり展開とい

うのがその後にきて関連施策とかきてますけど、どれに対してかというのがすごく見づらいんです

ね。文章全部読んで探さないと「あ、これのことかな」「これに関係するのかな」ということしか

読み取れないので、もう少し、この課題に対してこの展開だとか施策だというような分かりやすい

書き方をしていただけないかなというのが・・ 

 

佐々木係長      計画書の書き方そのものの問題なんですけども、できれば参考にいろいろなところを見ていただ

きたいと思います。例えば３５ページに現状と課題がありまして、ここには「図書、視聴覚資料を

収集・提供し、図書館の内容を充実させることで利用者は様々な情報を得ています。」というのが

現状で、次にこれに対してが一番最初の、③施策の展開の一番最初の「図書、視聴覚資料の収集を

図りながら、デジタル資料やデータベースを活用し、利用者の様々なニーズに応えていきます。」

というのがブレークダウンで落ちてきているんです。１個目に対して１個目と。今羽生さんが言っ

ているように分かりやすくということなんですが、そうすると、「図書、視聴覚資料を収集・提供

し・・・得ています。」とあって、次に矢印を引いて「図書、視聴覚資料の収集を図りながら、・・・

に応えていきます。」と書いていきますと、間に挟んでいくことで、どれが展開でどれが現状でど

れが今後の方針なのということが、ゴチャゴチャになってしまうんですね。なので一括り一括りに

まとめているつもりなんです。 

 

羽生委員       であれば、現状と課題の１番目に①とつけて、それに対して施策の展開で①とかというような書

き方、表現の仕方の問題だと思うんですけども。 

 

佐々木係長      番号を付けるのは大変良い事なんです。ですが、よくあることなんですが、人によっては「これ

は１番ではないんだ」と、「なんでこれが１番なんだ」と言うんです。「なんで１番最初じゃないん

だ」と。「番号を付けたということは、これは１番にやるということなんだろう」となるんです。 

 

羽生委員       その書き方はもちろんお任せしますが、現状では見づらいということをご理解いただきたいなと。 

 

佐々木係長      この辺はなかなか難しい所なんです。番号を付けると順位となってしまうんですね。最初は番号

で書いたんです。ですけど１個の課題に対して展開が２個も３個もあるときがあるんですね。です

から①の枝番１かな枝番２かなとやっていると、これは順位と捉えられることがあるんです。 

 

羽生委員       数字じゃなく「アイウエオ」でも「いろは」でもなんでもいいんですけども・・ 

 

青木委員       計画書でこういう表はそぐわないんでしょうか、形としては。例えば現状と課題をここに書いて、

こっちにその展開をと。 
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佐々木係長      横長だったら良いんですけどね。 

 

青木委員       縦だと見づらくなってしまうんですね、横長だとね。 

 

羽生委員       あとはやりようだと思うんですが、現状では探さないと分からないということで、非常に見づら

いものだということだけ・・。どう書くのと言われたら何とも言えないんですが。 

 

手島部会長      では次に行きたいと思います。 

           「重点プロジェクト②」、「ベットタウンの要素を持っていると、なぜ雇用の創出が必要になるの

か？」というといところで、何行目でしょうか、真ん中あたりですね。「本町はベットタウンの要

素も持ち合わせていることから・・・」というところですけれども、これについてお願いします。 

 

佐々木係長      そうですね、すみません書き振りの問題ですね。書き振りを考えます。 

 

須田企画財政課長   ここで言いたいのは、後段の他の地域へ通勤されている方が転出しない取り組みを言いたいんで

すけどね。その前にそれだけでは足りないので前段に「町内に雇用の創出を図るとともに」と。後

ろの方が強く言いたかったんですけどね。並列に並んでしまったので、確かに前の・・ 

 

佐々木係長      ちょっと浮いているかもしれませんね。 

 

手島部会長      文章自体が多分・・ 

 

須田企画財政課長   町内における雇用の創出を図るとともに、町はベットタウンになっているので、他の地域へ通勤

されている方が転出しないようにとすれば良かったんですけどね。そのように直さなくてはいけま

せんね。 

 

手島部会長      そうですね。 

           では、重点プロジェクトの③にまいりたいと思います。「学校教育は「知・徳・体」がバランス

よく満たされて形を作っていくのだが、「体」部分がかすんでいて展開策には見えてこないのだが、

それはなぜか？」「「顔が見える」地域を形成するとはどういうことか？」というところをお願いし

ます。それは学校教育の内容だと思うんですけれども、教育と言ったときにはバランスよくという

ところで・・。 

 

青木委員       体力の向上とかそういった部分が見えてこないということですよね。 

 

手島部会長      中身に入っていったらですけれども、宮城県とかの体格が上位で体力、学力は言ったところで。

体力というか運動能力ですね。運動能力と学力っていうのはだいぶ徹底しているようなので。秋田

とかがすごく優秀ということは聞いてますね。 

 

佐々木係長      これはすみません、私どもの不勉強でございます。部会としてご意見をいただければ、専門の意

見、部会の意見として、素直に直させていただきます。「顔が見える」というところでございます

けれども、もちろんですね、今はやはり顔が見えないというか、歩いている子供が分からない、ど

このおじさんだか分からないような地域になっているというところで、それは子供たちにとって住

みよい町なのかといったところが一つでございます。それで昨今の防犯ビデオで歩いているところ

だけ見つかって、その後亡くなっている子供とかですね、そういった部分は、地域の安全が子供た
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ちにとって一番大切であろうといったところで、歩きながらおじいさん、おばあさん、おじさん、

おばさんに「こんにちは」「おはよう」「今帰ってきたのか」というような地域を作るというのが非

常に大事なことだと思います。これは当たり前の事なんですができていないんですね。そのことが

「顔が見える」とういような言い方をしています。 

 

手島部会長      一般的に顔が見える地域という言葉で分かりますか。 

 

佐々木係長      私は見えると思いますが、もし見えなければ、ここに注釈を入れたいと思います。 

 

羽生委員       もうちょっと別の言葉があるのかなと。 

 

手島部会長      この文章で行くと、家庭だけでなく子供たちの顔が見える地域を、学校、家庭だけではなく。今

のだと歩いている子供たちがいないとか知らない人たちが多いということで、地域コミュニティと

かそちらのほうからもあるのかなと思いながら、ただ子供たちと顔が見える地域を形成するという

言葉が理解が難しいような気がします。 

 

佐々木係長      今言ったのは、そのままオモテに出せばいいんです。おじさんとおばちゃんの顔が知らない、ど

うのこうのどうのこうのと。それを一言で短文化したのが「顔が見える地域」と書いたんですけど

も、分からないのであれば注釈をつけますし、この文言をそなまま使ってはダメだというのであれ

ば、ちょっと長い文章になってしましますけれども、「地域コミュニティが希薄であることによっ

て今子供たちは危機にさらされています・・・・」といった長い文章になると思いますが、そうい

った表現になるのかなと思います。 

 

 

手島部会長      その方が分かりやすいです。 

           残り「全体として」というところですね。先ほどの文章の表現上はお話が出ていましたので、具

体的なところ、「全体的に抽象的すぎるのでは？」とか「具体的にどうするのか、どうしようとし

ているのかを書いては？」というところは、たぶんこれが方向性が一貫していると読み取れなかっ

たところもあるかなって思っていました。その辺が精査されるとどうしようとしているのかが読み

取れるのかなと思います。「「何々に取り組みます」「何々しようと思います」「何々を努力します」

という言い方ばかりでよいのか？」というところは、先ほどお話もありましたので、こちらのほう

は決定ではないんでしょうけど、変えられないということなんでしょうか、先ほどの話だと。 

 

佐々木係長      変えるのはいいんですけど、結局何をするんだという話になって来るんだと思いますが、５年間

で努力しますと言ったときに、住民の方々の感情はどうなのかなというところがあるんですけど、

その辺の整合は図る必要があるのかなと思います。努力しますというような中身であれば、確かに

努力しますと書きます。検討しますという中身であれば確かに検討しますと。その辺を考えていた

だいて、繋がらないでしょとなれば、繋げるように努力しますというような書き振りを、ご意見い

ただければそのようにしたいと思います。 

 

手島部会長      ありがとうございます。 

           では次に行きたいと思います。「施策を絞ったのは、内容が何で、どのような課題があって、こ

のような形になったのか？」とか、下もですね、「（例えば）手順を踏まえて、反省点や課題、国の

課題等を組み込んで照らし合わせながら考えて絞ったものなのか？」というところですね。こちら

のほうは第２回目で渡された資料でしょうか。第２回でお渡しいただいた資料３になります。政策
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施策の対比表というところから、例えばなんですけれども現在の施策１というのは、前回の施策１、

２、３及び１２と１３という形になっています。この辺をどのようなことでこのような形になった

かとういうところをちょっと説明していただければと思います。 

 

佐々木係長      これについてはですね、似通ったような業務や整合できる業務、業務の中ですでになくす業務と

いったところで、施策を統合していったという形になります。例えば施策４、今までですと図書館

資料と情報提供の充実、施策５読書活動の推進ということで、わざわざ分けていたんですね。それ

で図書館としての資料を集める事業と、図書館を運営する事業ということで分けていたんですけど

も、一般の住民の方々からすると集める、読ませるを特に分けなくても良いんじゃないかというよ

うな判断中で、いわゆる一つの図書館の事業として一つのまとめさせていただいた経緯でございま

すので、一つの取り組みに対しては、おおよそ一つの取り組みということで施策の統合作業をさせ

ていただいたということでございます。 

 

手島部会長      内容的には反省点や課題、国の課題等を組み込んで照らし合わせたのですかということも出てい

ます。 

 

佐々木係長      内容につきましても、確実に落としているものはほぼございません。すべてとこかの施策の中に

入っていますし、それで今回の施策調書ですか厚い冊子ございますけども、あちらの中で最終の２

６年度の事業も終わりまして、次期の計画に向けてということに向けてというところで、今後は

何々しなければいけませんよといったところが、計画書に響くような作りにはしております。その

辺を読んでいただきながら、また抜けているような反省点がありましたら、そちらは響かせていた

だくということで結構なのかなと思っております。 

 

手島部会長     たぶん具体的なところをたぶんお聞きしたいんだと思うんですけれども、反省点や課題を照らし合

わせたのかというところで、例えば青少年の健全育成が１回目の資料の７番になると思うんですけ

ども、第１章の生涯を通して学び楽しむまちづくりの政策別総括の政策３のところの一番下のとこ

ろ「また、地域で青少年の育成に関わる団体及び組織との連携、健全育成の啓発活動などにも取り

組んでいますが、成果として目に見える物とはなっておりません。」なっていないんだけれども、

今回施策から外されていますといったところなんですけども、一つひとつなんですけれども、経緯

としてどうだったんだろうというところが話が出ていましたので。 

 

佐々木係長      その点につきましても、青少年育成につきましては、なかなか町で引っ張る部分もだんだん限界

がきているのであろうと、地域の中で一緒にやるべきものがだんだん必要になってくるのであろう

ということで統合させていただいたということです。青少年育成についてはですね。 

 

まちづくり推進課長  まちづくり推進課というのができて、新しいまちづくり推進課ということで、生涯学習課と体育

振興課の併合という形がありまして、その中でまちづくりという大きな括りの中に入った場合に、

地域或いは青少年の人材育成という部分と重なっている部分がございましたので、まちづくり推進

課として取り組むべきものを絞らせていただきまして、地域の中で見て行こうかという組織的な背

景等もあるということでご理解いただきたいと思います。 

 

手島部会長      ありがとうございます。よろしいでしょうか。 

           残る全体としてなんですけれども、「施策の指標が決定していないのか分からないが、記載がな

い部分があるので、記載が必要ではないか」ということで、空欄が多いというのは、これは今から

埋めていくんでしょうか、空欄のままではないですよね。全体に空欄でしているところが多いかと
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思っていました。 

 

佐々木係長      もちろん空欄のままではございません。担当課とお話ししながら詰めていく、もしくは担当課か

ら提示があったものに対しての数字に対する真偽というところで、この案を作る時点で数字が固ま

っていなかったという点については大変申し訳なかったと思います。しかしながら、この数字の作

り方も一緒に審議していただきながらと考えておりました。 

 

手島部会長      分かりました。 

 

佐々木係長      前の計画の時は、今数字に対する真偽はしていなかったはずですので、こちらについても審議し

ていただければなと考えております。 

 

手島部会長      ありがとうございます。 

           最後は、「「目的」と「現状」「課題」、「展開」の関連性が読み取りにくいので、整合性を図り、

分かりやすい表現をしては」というところは先ほどお話ししていただきましたので、以上が今日の

質問となります。皆さんそれ以外で質問等はございませんでしょうか。本日、企画財政課からわざ

わざお越しいただいているので、聞きたいことがあれば。 

 

青木委員      私としては結構すっきりしました。ありがとうございました。 

 

手島部会長     結局、表題が同じでも表現が違っていたので、違うものではないかという捉え方をしていた部分が

多かったので、今日説明を受けて分かってきました。 

 

須田企画財政課長  最初に申し上げましたけども、これで確定ではないので、どんどん意見を出していただいて、直す

ところがあれば直していきたいと思っております。 

 

佐々木係長     大事なことなんですけど、今回の計画については今後５年間、今後２５年間というのはもちろんあ

ります。ただ、今審議いただいている内容は、２８年度の事業計画、予算に載ることになります。そ

れで、事業計画や２８年度予算の策定が今月末頃から始まってしまいますので、せっかく皆さんにい

ろいろなご意見を言っていただいておりますので、来年度の事業予算に反映できるものは反映させて

というようなことが絶対に必要ですし、皆さんそれぞれのお考えがありますので、沢山の提案だった

りご意見をいただければ、２８年度の予算から載せることができるということから、これからも有意

義な検討をいただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

手島部会長     ありがとうございました。 

          議事１については終了といたします。カッコ２については次回に持っていきたいと思いますがよろ

しいでしょうか。 

 

           （はい、の声あり） 

 

          その他、何かありましたら・・。無いようですので終了させていただきたいと思います。 

 

羽生委員      今日はお忙しい中、連休の真ん中の日曜日にお越しいただきありがとうございました。やっと私ど

もも疑問解決したかと思いますので、今後は内容に入っていきたいと思いますので、お互いに話し合

ってより良いものにしていきたいと思っております。今日はどうもありがとうございました。 
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 審議終了                                         

－午後 ０時４０分 終了－ 

                           

上記会議内容に相違ないことを認め、ここに署名する。 

 

 

              会議録署名委員 教育文化部会 部会長             

 

 

                         教育文化部会 委員               


